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平成２９年度 あ さ ぎ り 町 議 会 第 ４ 回 会 議 会 議 録 （ 第 1 3号 ）  

招 集 年 月 日 平成２９年９月５日  

招 集 の 場 所 あ さ ぎ り 町 議 会 議 場 

開 閉 会 日 時 

及 び 宣 告 

開 議 平成29年9月13日  午前10時00分 議 長 山 口 和 幸 

散 会 平成29年9月13日   午後 3時55分 議 長 山 口 和 幸 

応（不応）招議員

及び出席並びに

欠席議員 

出 席 １６名 

欠 席  ０名 

○ 出席 △ 欠席 

× 不 応 招 

議 席 

番 号 
氏     名 

出欠等

の 別 

議 席 

番 号 
氏     名 

出欠等

の 別 

 １ 市 岡 貴 純 ○ ９ 永 井 英 治 ○ 

 ２ 難 波 文 美 ○ １０ 皆 越 てる子 ○ 

 ３ 加賀山 瑞津子 ○ １１ 小見田  和行 ○ 

 ４ 橋 本   誠 ○ １２ 奥 田 公 人 ○ 

 ５ 久 保 尚 人 ○ １３ 久保田  久男 ○ 

 ６ 小 出 高 明 ○ １４ 溝 口 峰 男 ○ 

 ７ 森 岡   勉 ○ １５ 徳 永 正 道 ○ 

 ８ 豊 永 喜 一 ○ １６ 山 口 和 幸 ○ 

議事録署名議員 ９番 永 井 英 治   １０番 皆 越 てる子 

出席した議会書記 事務局長  片 山  守    事務局書記  林  敬 一 

地方自治法第１２１ 

条により説明のた 

め出席した者の職 

氏名 

 出席  ○ 

 欠席  × 

  

職 名 氏     名 
出欠等

の 別 
職 名 氏     名 

出欠等

の 別 

町 長 愛 甲 一 典 ○ 
高齢福祉

課 長 
上 村 哲 夫 ○ 

副 町 長 小 松 英 一 ○ 
高齢福祉

課長補佐 
田 原  茂 ○ 

税務課長 那 須 正 吾 ○ 〃 上 田 日 和 ○ 

税務課長 

補 佐 
万 江 幸 一 朗 ○ 

健康推進

課 長 
岡 部 和 平 ○ 

町民課長 宮 原 恵 美 子 ○ 
健康推進

課長補佐 
松 本 良 一 ○ 

町民課長 

補 佐 
木 下 貞 女 ○    

生活福祉

課 長 
竹 下 正 男 ○    

生活福祉 

課長補佐 
早 田 愛 一 郎 ○    

〃 蓑 田 輝 幸 ○    

議 事 日 程  別紙のとおり 

会議に付した事件  別紙のとおり 
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議事日程（第１３号） 

日程第 １  認定第 １号 平成２８年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算の認定について 

            （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ２  認定第 ２号 平成２８年度あさぎり町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について      

（提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ３  認定第 ３号 平成２８年度あさぎり町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい 

て（提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ４  認定第 ４号 平成２８年度あさぎり町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

        （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ５  認定第 ８号 平成２８年度球磨郡障害認定審査事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

      （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ６  認定第 ９号 平成２８年度球磨郡介護認定審査事業特別会計歳入歳出決算の認定について      

（提案理由の説明及び質疑） 

 

 

本日の会議に付した事件 

日程第 １  認定第 １号 平成２８年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算の認定について 

            （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ２  認定第 ２号 平成２８年度あさぎり町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について      

（提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ３  認定第 ３号 平成２８年度あさぎり町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい 

て（提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ４  認定第 ４号 平成２８年度あさぎり町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

        （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ５  認定第 ８号 平成２８年度球磨郡障害認定審査事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

      （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ６  認定第 ９号 平成２８年度球磨郡介護認定審査事業特別会計歳入歳出決算の認定について      

（提案理由の説明及び質疑） 

 

 

 

午前１０時 開 議 

 

●議会事務局長（片山 守君）  起立、礼、おはようございます。着席。 

◎議長（山口 和幸君）  ただいまの出席議員は１６人です。定足数に達していますので、これから本日の会

議を開きます。本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。本日は、厚生常任委員会所管課分と税務課分

についての説明及び質疑を行います。 

日程第１ 認定第１号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第１、認定第１号、平成２８年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算認定につい

てを議題とし、説明を求めます。税務課長。 
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●税務課長（那須 正吾君）  おはようございます。それでは、税務課所管分の決算内容について御説明申し

上げます。７ページをお願いいたします。歳入からの御説明を申し上げます。町税の収納状況であります。

項１市町村民税、調定額、５億１５２万６,１５８円、収入済額、４億８,５８４万６,６７７円、不納欠損

額、５１万７,７０３円、収入未済額、１,５１６万１,７７９円、徴収率９６.９％で、対前年比０.７ポイ

ント上がっております。項２固定資産税、調定額、６億２,０１８万１,０９３円、収入済額、５億５,２３

５万１,８３７円、不納欠損額、２１９万１,８００円、収入未済額、６,５６３万７,４５６円、徴収率８９.

１％で、対前年比０.５ポイント上がっております。続きまして、項３軽自動車税、調定額、６,０９１万９,

００８円、収入済額、６,０２５万８,７７１円、不納欠損額、１万９,００８円、収入未済額、６４万１,２

２９円、徴収率９８.９％で、対前年比０.２ポイント上がっております。続きまして、項４市町村たばこ税、

調定額、収入額ともに、８,６９８万１,０９６円になります。前年に引き続き１００％の徴収率でございま

す。町税の合計、最上段になりますが、調定額、１２億６,９６０万７,３５５円、収入済額、１１億８,５

４３万８,３８１円、不納欠損額、２７２万８,５１０円、収入未済額、８,１４４万１,４６４円、徴収率９

３.４％で、対前年比０.５ポイント上がっております。次に１１ページをお願いいたします。中ほどの、目

１総務手数料、節１町税督促手数料、収入済額、６１万１,６７５円になります。その下の、節２徴税手数

料、収入済額、１５９万５,７００円は、税務関係の証明手数料になります。次に、１７ページをお願いい

たします。項３県委託金、目１総務費県委託金、節２徴税費委託金、収入済額、２,１０９万６,３７０円に

つきましては、個人県民税の徴収事務委託金でございます。次に、１９ページをお願いいたします。１番下

の、項１延滞金加算金及び過料、次ページの１番上の、目１延滞金、節１延滞金、収入済額、１９７万５,

２３５円につきましては、主に過年度収入分の延滞金となります。以上で歳入の説明を終わります。次に３

７ページをお願いいたします。歳出の御説明を申し上げます。主だったもののみの説明とさせていただきま

す。中ほどの、項２徴税費、目１税務総務費、節３職員手当等、備考欄の１番下になりますが、時間外勤務

手当、９１万６,２４８円につきましては、主に滞納整理、納付書発送準備作業、申告前の給与報告書の入

力作業や、申告書の確認作業などの時間外勤務手当になります。３８ページをお願いいたします。１番上の

節１１需用費、備考欄の消耗品費、４０万５,６９２円の主なものにつきましては、各種書籍の購入費、追

録代となっております。二つ下の節１３委託料、支出済額、５,１７８万１,４６４円となります。備考欄の

固定資産土地評価業務委託料、５９９万４,０００円につきましては、３年に１回の評価替えに備え、標準

宅地の評価、宅地等各筆調整、基準田・畑・山林の評価調書作成などの委託をしたものであります。その下

の、地籍調査システム保守委託料、８７万３,５０４円につきましては、地籍調査完了後の維持管理を目的

とするもので、パソコン機器の定期点検、ソフトウェアの最新バージョン情報の提供などを、委託したもの

であります。その下の、基準点設置及び地籍図根三角点測地系変換委託料、４,４２８万円につきましては、

平成２７年度に設置しております１４０カ所の基準点の座標値計測及び、日本測量協会への認証業務に係る

委託料でございます。その下の、総合型土地情報システム更新業務委託料、１６万２,０００円につきまし

ては、航空写真の取り込み作業でございます。その下の、実地調査基礎資料作成委託料、４７万１,９６０

円につきましては、ゼンリン地図の３年前の地図データと、平成２８年度時点の地図データを比較いたしま

して、異動のあったものを抽出する作業の委託でございます。その下の、節１４使用料及び賃借料、支出済

額、２０９万２７８円になります。備考欄の地籍調査システムリース料、２０８万８０円につきましては、

地籍調査システム機器を賃貸しているものでございます。その下の節１９負担金補助及び交付金、備考欄の

下から２行目、たばこ小売組合助成金１０万円につきましては、たばこ販売協同組合あさぎり支部に対しま

しての助成金でございます。未成年者喫煙防止キャンペーンや、地元での販売促進などの活動を行ってもら

っているところでございます。中ほどの目２賦課徴収費、節１１需用費、支出済額、７３万５,６４８円に
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なります。備考欄の上から２行目、印刷製本費、６２万８,４３４円につきましては、各種税目納付書及び

封筒などの印刷代になります。その下の節１２役務費、支出済額、２８万９,２１８円になります。備考欄

の預金照会事務手数料、２７万８,４１８円は、各金融機関に預貯金調査をする際の手数料でございます。

その下の節１４使用料及び賃借料、支出済額、１３４万７,８４０円になります。電子申告支援サービス利

用料でございます。個人住民税の給与支払い報告書や法人住民税の申告など、窓口に来られなくても、イン

ターネットで手続ができるサービスの利用料でございます。その下の節１９負担金補助及び交付金、支出済

額、２３万２,４８７円になります。町税電子化の業務運営を行っている町税電子化協議会への負担金でご

ざいます。その下の節２３償還金利子及び割引料、支出済額、３２９万８,５１０円になります。個人や法

人の申告の更正などによります還付金が生じたものでございます。以上で税務課所管分の説明を終わります。

よろしくお願い申し上げます。 

◎議長（山口 和幸君）  町民課長。 

●町民課長（宮原 恵美子さん）  おはようございます。それでは町民課所管分の平成２８年度一般会計決算

について御説明申し上げます。まず歳入からです。１０ページをお願いいたします。最上段になります。目

３、節１衛生費負担金、墓地公園管理負担金、２８年度は１件の新規購入がありまして、お墓建立後の永代

管理負担金として、１５万４,２９０円と、年間の墓地公園管理負担金、６,１７０円の２４件分で、３０万

２,３７０円でございます。款１３使用料及び手数料、項１使用料、目３衛生使用料、節１の墓地公園永代

使用料の２５万円でございます。先ほど申し上げました１件の新規購入分でございます。１１ページをお願

いいたします。項２手数料、目１総務手数料、節の３・４・５・６ですが、戸籍、住民登録、印鑑証明、諸

証明手数料でございます。町民課と４支所合わせまして、１万７,５０９件の証明発行分で、６９５万１,８

５０円でございます。その下の節７個人番号関係手数料、８万６,８００円でございますが、これは個人番

号カードの再発行１枚分８００円と、通知カードの再発行５００円の１７２枚分でございます。目３の衛生

手数料、節１犬登録手数料、２０万１,０００円でございます。３,０００円の６７頭分でございます。その

下の節２狂犬病予防注射手数料、５１万４,５００円です。５００円の手数料の、１,０２９頭分になります。

２８年度は４月、７月、１０月、１１月にかけまして１０日間の集団接種を行いました。そのうち２日を日

曜日に行いました結果、注射済み率が、９４.６％と前年度より約３％の伸びとなりました。１２ページを

お願いいたします。最上段になります。節３一般廃棄物処理業等清掃許可手数料でございます。２万４,５

００円です。一般廃棄物処理業、２,０００円の５件分、浄化槽清掃業、５,０００円の１件分、検査手数料

５００円の１９件分となります。その下です。節４粗大ごみ処理手数料、２万７,０００円でございますが、

これは７０歳以上の単身世帯や高齢者世帯、障害のあられる方と同居されておられます、７０歳以上の方の

世帯を対象としておりまして、２８年度４名の御利用がありました。その手数料でございます。款１４国庫

支出金、項２国庫補助金、目１総務費国庫補助金、節１の総務費補助金でございます。こちらは、個人番号

カード交付事業費補助金、２３９万８,０００円、個人番号カードや通知カードの作成製造や輸送費にかか

ります国庫補助金でございますが、すべて地方公共団体情報システム機構のほうへ委任いたしておりますの

で、歳出で計上していたしておりますが、全額機構への支払いとなります。その下の、個人番号カード交付

事務費補助金、７万７,０００円でございます。個人番号カード交付事務にかかります時間外勤務手当に対

します、国庫補助金でございます。収入未済額の、１２５万５,０００円につきましては、次年度への繰越

明許を行っております。１４ページをお願いいたします。項３国庫委託金、目１総務費国庫委託金、節２中

長期在留者住居地届け出等事務委託金でございます。１６万３,０００円です。外国人の方の転出入や、転

居など住居地の届け出、５５件の取り扱いを行いました。それの委託金でございます。２民生費国庫委託金、

節２国民年金事務委託金、３７８万５,３８３円でございますが、国民年金事務にかかりますところの人件



- 206 - 

費及び物件費でございます。１７ページをお願いいたします。項３県委託金、目１総務費県委託金、節３人

口動態調査事務委託金、２万８,６３８円でございます。出生や死亡などの自然増減、それから転入転出な

どの社会増減の報告に関しますところの事務費でございます。以上で歳入の説明を終わります。続きまして

歳出をお願いいたします。３６ページをお願いいたします。最下段になります。目１６旅券費でございます。

支出済額、３万５,７００円でございます。パスポートの申請受付及び発行に伴いますところの事務費でご

ざいます。主なものとしましては、３７ページの、節１３委託料、３万２,４００円でございますが、ＩＣ

旅券用交付窓口端末機の年間保守点検委託料でございます。３９ページをお願いいたします。項３、目１戸

籍住民基本台帳費でございます。７,８６６万７,６３９円の支出済額となっております。主に職員の人件費

と、戸籍住基ネットシステム関連の委託料やリース料、それから個人番号関連の負担金となっております。

下のほうになりますが、節１３委託料の、個人番号カード専用プリンター保守委託料につきましては、住所

変更等に伴いますところの、個人番号カードの裏面に、変更内容を記載する専用プリンターの保守料でござ

います。他に通知カードや住基カード、在留カードなどにも対応をすることができます。４０ページの、節

１９負担金補助及び交付金の、個人番号カード関連事務負担金、２４９万円につきましては、歳入の国庫補

助金で御説明申し上げましたが、地方公共団体情報システム機構の方へ支出いたしております。４７ページ

をお願いいたします。最下段になります。目５国民年金事務費でございます。６６０万９,４１１円の支出

済額でございます。歳入で御説明申し上げました、国庫委託金を充当いたしておりまして、職員の人件費が

主なものになります。５６ページをお願いいたします。上段から、目２予防費、２１万１,７３９円の支出

済額でございます。狂犬病予防や、飼養マナーの向上のための費用でございまして、財源としましては、犬

の登録手数料を充当いたしております。１２の役務費の、１万７,０００円の動物措置費につきましては、

保護しました犬が抑留中に死亡いたしましたので、そのための火葬引取料でございます。その下の１３委託

料でございます。動物措置処理業務委託料、８万２,９４４円でございますが、これは町道や農道、公共施

設などでの動物の死骸処理を委託するものでございまして、２８年度からの事業でございます。平日が２８

件、休日２件の処理を委託しております。９割方が猫でございます、猫の死骸でございまして、ほかに犬、

タヌキ、イタチ、ウサギなどというふうになっております。その下です。目３環境保全費、６,６８７万６,

６５２円の支出済み額でございます。主に職員の人件費、それから環境美化監視員１０名の方及び廃棄物減

量等推進員５２名の報酬、費用弁償、墓地公園の管理費用、ごみ収集等にかかります経費が主なものでござ

います。５７ページをお願いいたします。節１３の委託料でございます。まず、ごみ収集業務委託料、２,

２５５万１,６８３円の内訳でございますが、家庭ごみの収集業務が、１,９３０万円、委託先は、球磨清掃

公社でございまして、２８４カ所のごみ収集所を収集していただいております。それから、家庭から出る不

燃ごみを、クリーンプラザに持ち込む前に、資源有価物を選別し、再利用促進する不燃ごみ選別処理運搬委

託料、２８９万１,７００円が主なものでございます。この事業によりまして、不燃ごみ量が、前年度より

６２トンの減量となっております。墓地公園管理委託料、２７万９,５１３円でございますが、墓地公園の

除草や樹木剪定、菩薩像清掃などの委託費でございます。その下の、不法投棄物処理委託料、７万８９６円

でございますが、これは環境美化監視員さんが収集されました、不法投棄物、冷蔵庫や別途金属類など、そ

れからタイヤなどの処理費用でございます。生ごみ収集運搬委託料、７８９万１０２円、それから生ごみ処

理委託料、３２１万２,９８６円でございますが、家庭からの生ごみ量が、１４行政区の１,７８６世帯分で、

１４７トン、それから事業所につきましては、２３事業所が協力いただいておりますが、１７４トンで、あ

わせまして、３２１トンの収集量となっておりまして、前年度と比べまして、８７トンの増量となっており

ます。なお可燃ごみの排出量につきましては、前年度より１３トンの減量となっております。その下になり

ます。節１９負担金補助及び交付金の、上から３つ目でございます。資源有価物回収事業交付金、２５８万
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１,５７５円でございますが、５２行政区と２つの団体への、資源ごみ回収協力への交付金でございます。

３４万２,４２５円の不用額となっておりますが、回収量が４８４トンでございまして、昨年度と比べまし

て、２５トンの減量によるものでございます。６０ページをお願いいたします。項２清掃費、目１塵芥処理

費でございます。人吉球磨広域行政組合へのごみ処理費、それから、し尿処理にかかります負担金でござい

ます。ごみ処理費が、１億６,２３１万１,０００円、し尿処理費、４,３９５万８,０００円でございます。

ごみ処理に関しましては、クリーンプラザ搬入量が、３,３０８.１６トンでございまして、前年度と比べま

して、約６７トンの減量となっております。以上で町民課所管の説明を終わります。どうぞよろしくお願い

いたします。 

◎議長（山口 和幸君）  生活福祉課長。 

●生活福祉課課長（竹下 正男君）  おはようございます。それでは、生活福祉課所管について御説明申し上

げます。まず歳入から説明いたします。９ページをお願いいたします。款１２分担金及び負担金、項２、目

２民生費負担金、節１児童福祉負担金、７,４７６万１,９１９円の収入済みでございます。内訳といたしま

して、備考欄にありますが、保育所負担金として、町内の私立保育園の保育料でございます。３月末の園児

数が、７９４名の方が利用されております。徴収率は、９９.２％、前年比で０.８ポイントアップの収入状

況となっております。備考のその下の、病児病後児保育事業費町村負担金ですが、これは公立多良木病院に

お願いしております、病児病後児の事業でございますけれども、本町が平成２７年度から２８年度までの２

カ年間事務局となっておりますので、平成２８年度分の負担金として、多良木町、湯前町、水上村の分を受

け入れたものです。年間５４９名の方が利用され、本町の方は２６７名の利用があっております。節２児童

福祉負担金過年度分の保育所負担過年度分、３７８万８,０８７円ですが、これは私立保育園の過年度分の

保育料でございまして、収納率が３３.５％、前年比で７.９％アップでの収納状況でございます。不納欠損

といたしまして、８７万５,６４０円ございますが、３件分でございます。１件は、生活保護世帯、１件は

住所転出後に行方不明になっておられます。それからもう１件は、離婚後ですね、再三、元夫婦に訪問し、

連絡をいたしまして、説明いたしましたけれども、その後、双方とも連絡がとれなくなり、不納欠損の処理

に至ったわけでございます。次にその下、末尾ですが、節４の障害者福祉費負担金の地域活動支援センター

事業市町村負担金、４２万２,０００円ですが、これは本町で、地域活動支援センター３型を取り組んでお

られます、ＮＰＯ法人、他町村から、錦町と相良村なんですが、から利用されておりますので、その分の他

町村からの負担金でございます。次のページをお願いいたします。１０ページの最上段です。目３衛生費負

担金、節１衛生費負担金、４３万１,６００円、収入済みでございます。備考欄の養育医療費保護者負担金、

１２万９,２３０円ですが、これは医療を必要とする未熟児の医療費でありまして、保護者負担金として受

け入れたものでございます。中ほどになりますが、款１３使用料及び手数料、項１、目２民生使用料、節２

保育所使用料過年度分、６６万７,６００円、徴収率３５.３％です。昨年度が２０.９％で、昨年度よりも

１４.４％アップしております。次のページをお願いいたします。１１ページです。中ほどになりますが、

項２手数料、下段の目２民生手数料、節１保育料督促手数料、６万８,８００円の収入済みでございます。

現年度分と、過年度分の督促手数料でございます。次のページをお願いいたします。１２ページです。款１

４国庫支出金、項１、目１民生費国庫負担金、節２障害者福祉負担金、２億１,００９万５,９０５円の収入

済みでございます。これは備考欄にもありますが、障害者医療費国庫負担金については、現年度分と２７年

度分の追加交付分の国庫負担金であります。障害者自立支援給付につきましては、現年度分のみの、国から

の負担金でございます。次に、節４児童福祉負担金、４億２,１２４万１,８０４円の収入済みでございます。

主なものは備考にあります、施設型給付費の国庫負担金でありまして、認定こども園及び保育園へ支払う運

営費に対する国庫負担金でございます。それからその下の、障害児給付等の国庫負担金については、障害児
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及び発達障害児に対する通所支援費でございます。その下の、節５児童手当国庫負担金、これは児童手当に

対する国庫負担金でございまして、１億８,３７３万２,９９９円の収入済みでございます。中学生以下の児

童を養育する家庭の生活安定及び児童の健全育成、資質向上を目的にして、延べで児童数の２万３,０９０

人に負担金として入っております。それから、目２衛生費国庫負担金、節１養育医療費国庫負担金、３３万

１,５０８円の収入済みでございます。これは未熟児の方の入院、それから医療費についての、国庫負担金

でございます。次のページ、１３ページをお願いいたします。目２民生費国庫補助金、節１障害者福祉補助

金、これは、地域支援総合事業、地域活動支援センターに対する国庫補助金として、５１６万２,０００円

を受け入れております。続きまして、節２児童福祉費補助金、１,０６９万３,０００円の収入済みになって

おります。主なものは備考にあります、地域子供子育て支援事業、内容としましては、一時預かり事業、延

長保育事業、病児病後児保育事業、放課後児童健全育成事業、学童ですけれども、などの国庫補助金です。

その下にあります、子供子育て支援体制整備補助金におきましては、保育の質の向上のための保育職員向け

の研修費用の補助でございます。それから放課後児童クラブ環境改善につきましては、パソコンとかプリン

ター等のですね、国庫の補助事業分でございます。それから、節３臨時福祉給付金給付補助金、１,８６５

万８,０００円を受け入れております。これは消費税率の引き上げに際し、低所得者に与える影響にかんが

み、適切な配慮を行うために、暫定的・臨時的な給付措置を行っている国の補助金でございます。支給対象

者は、３,７７３名の、１人当たりの３,０００円の給付分と、それから、その事務費分に対しての補助金、

それから年金の生活者等の支援臨時福祉給付分も含まれております。対象者１９６名の一人当たり、３０，

０００円の補助を受けております。次のページ、１４ページをお願いいたします。項３国庫委託金、目２民

生費国庫委託金、節１児童福祉費委託金、６万２,９６４円の収入済みでございます。これは国が支払うも

のでございますけれども、身体や精神１級２級の障害のある２０歳未満の方の、保護者に対する特別児童扶

養手当等の事務の委託金として受け入れております。受給対象者は２７名でございます。中ほどです。款１

５県支出金、項１県負担金、目２民生費県負担金、節３障害者福祉費負担金、１億５１３万２,５３８円、

これは国庫負担金と同様でございまして、備考欄にあります通り、障害者医療費自立支援給付費の県の負担

金でございます。下段の節５児童福祉負担金、２億１,０６２万９０１円、これも先ほどと同様でございま

して、備考欄に記載してあります通り、施設型の給付費、障害児給付費等の、県の負担金でございます。次

に１５ページをお願いいたします。上段の節６児童手当県負担金、４,０８４万５,９９９円の収入済みとな

っております。これは国庫負担金同様、児童手当に対する県負担金であります。節７生活保護費負担金、１

億３,２６６万５,４１１円ですけれども、これは救護施設しらがね寮の運営費に対する、事務費及び保護費

の県負担金でございます。目３衛生費県負担金、節１養育医療費県負担金、１６万５,７５４円の受け入れ

でございます。これも、国庫負担金同様、未熟児で出生された子供たちの医療費に対する県の負担金でござ

います。その下の、項２県補助金、目２民生費県補助金、節１社会福祉補助金、２１万３,５００円、これ

は民生委員協議会の活動に対する県補助金といたしまして、受け入れたものです。１９万８,５００円と、

戦没者等の家族に対する特別弔慰金支給の事務費として、１万５,０００円を受け入れております。節２児

童福祉補助金、１,２７６万２,１２４円、これにつきましては、国庫補助金と同様、備考欄にあります通り、

各児童福祉事業に対する経常的補助金でございます。節３ひとり親家庭医療費補助金、１６５万５,０００

円、助成の人数としましては、３８９人の申請に対しまして、補助金を受け入れるものでございます。節４

障害者福祉費補助金、２,０４１万１,０００円を受け入れております。これも備考欄にあります、住宅助成、

医療費助成及び支援事業に対する県の補助金でございます。次に１６ページをお願いいたします。上段です

が、目３衛生費県補助金、節２乳幼児医療費補助金、６０９万４,０００円を受け入れております。これは

満４歳未満児の入院通院の医療費に対する補助金として、受け入れたものでございます。対象年齢人員が７
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１７名おられまして、助成、延べの件数ですけども、２,３６０件となっております。次の２０ページをお

願いいたします。中ほどですが、款の２０で、項４雑入です。目１民生費納付金、節１救護施設費納付金、

２,１１８万４,９６４円を受け入れております。これは救護施設入所者の自己負担金の、現年度分と過年度

分を受け入れたものでございます。目３雑入でございますけれども、２２ページをお願いいたします。備考

欄におきまして、中ほどですが、生活福祉課関係は、中段のしらがね寮職員給食費、２１万９,６００円、

それから、その下にですね、続きますが、子供医療費過年度分返戻金、４万２１６円、保育所指定管理委託

料返還金、５,０６０万６,６３３円、これは公立保育所民営化の際、社協に委託していた分の、返還金です。

それから社会福祉協議会運営費補助金返還金、４０８万５,０００円と、それから温泉施設の指定管理の委

託料の返還金、１,１６１万円、病児病後児保育事業返還金、６０万８,０００円、以上が雑入の受け入れを

しております。次に、歳出について説明申し上げます。４３ページをお願いいたします。款３民生費、項１

社会福祉費、目１社会福祉総務費ですが、１億６,１３４万４,３７２円の支出済みでございます。執行率９

９.７％でございます。ここで主な支出としましては、人件費もありますけれども、次のページの４４ペー

ジをお願いいたします。上から２段目になりますが、節１３の委託料の中で、備考の総合相談事業委託料を

支出しております。これは社協に委託しておりまして、専門家による法律相談事業を実施しておりまして、

相談件数が４４件実績が上がっております。その下の、節１９負担金補助及び交付金です。６,１２３万８,

４８１円の支出済みでございます。備考欄にあります、民生委員児童委員協議会、それから社会福祉協議会

の運営補助金、乗り合いタクシーの補助金、それから遺族会の補助金を助成しながら、福祉行政の充実を図

ったところでございます。次に、４６ページをお願いいたします。目４障害者福祉費、５億１６８万１,２

３８円支出しております。執行率９８％でございます。ここの主な支出としましては、節１報酬、障害支援

区分認定調査員の非常勤職員１名ですけども、その分の人件費と、それから節１３の委託料ですが、１,７

６８万６,４６３円を計上しております。これは備考欄にありますとおり、人吉球磨圏域で取り組んでおり

ます、各種相談支援や、地域活動支援事業を展開しておりますけれども、その委託料が主なものでございま

す。次のページ、４７ページをお願いいたします。節１９負担金補助及び交付金、４３４万６,３７５円で

すが、ここでの主な事業といたしましては、各協議会や家族への負担金、それから補助金もそうですけれど

も、備考の下のほうです。この欄の中ですが、上中球磨巡回支援専門員整備事業負担金におきましては、本

町とそれから上球磨３カ町村合同で、各種保育所等への巡回訪問やですね、保育士等への助言相談、それか

ら保護者相談等を行うため、専門員を派遣した事業を４町村で行っております。これが主な支出でございま

す。その次の節２５扶助費です。４億７,３７３万３,２６９円支出しております。備考欄に記載の障害の方

への各種医療費助成や、給付事業、それから介護給付、それから介護医療費等の提供を行ったものでござい

ます。この扶助費の伸びが、ここ３年間を見ますと、２６年から２７年が、３，７００万、２７年から２８

年が、１,５００万伸びております。結局２６年から２８年で、５,２００万伸びてるということですが、こ

れは身体・知的・精神障害者及び難病のある方に対する支援といたしまして、施設入所、それから通所によ

る就労訓練や生活介護、居宅介護等を提供しておりますが、その利用増による支出増でございます。それか

ら、節２３の償還金利子及び割引料の１３２万３,７７１円ですが、備考欄にありますように、障害者自立

支援医療費給付費の国県の過年度分の返還金を計上したものでございます。それから節２３、下のほうです

が、繰出金、９５万６,１９３円、これは平成２８年度球磨郡障害認定審査事業特別会計の繰出金です。次

のページの４８ページをお願いいたします。下のほうです。目７の社会福祉施設費、７,８１８万７,５２４

円、執行率９９.１％でございます。ここでの主な支出は、高齢と生活福祉課所管しております、福祉施設

の管理運営費でございます。次の４９ページをお願いいたします。節１３の委託料ですね、７,４５４万７,

０００円の３つの施設の指定管理委託料でございます。それから、節１５工事請負費の、２０万５,２００
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円におきましては、温華乃遥温泉の通路手すり等の工事を実施したものでございます。それから、目８臨時

福祉給付金給付事業ですが、２,０６１万５,６１０円を支出しております。執行率９９.８％でございます。

ここでは、先ほど歳入でも申し上げましたけれども、消費税のアップに伴い、国の施策でございます。節１

９負担金補助及び交付金により、１,７１９万９,０００円支出しております。支給対象者が臨時福祉給付金

の３,７７３名、１人当たり３,０００円分と、障害遺族基礎年金受給者向けの、１９６名の１人当たりの３

万円の給付金を給付したものでございます。それから、最下段ですが、目９年金生活等支援臨時福祉給付金

給付事業、６,８９３万１２５円を支出しております。執行率９４.１％でございまして、これにつきまして

も、消費税アップに伴います国の施策でございまして、平成２７年度の、年金生活高齢者向けの給付金であ

りまして、２７年度分の事業ですが、繰越明許分として支出しております。５０ページをお願いいたします。

節１９負担金補助及び交付金より、６,７８３万円を支出しております。支給対象者、２,２６１名、１人当

たり３万円の給付金を給付しております。不用額といたしまして、４１７万円ありますが、これは平成２７

年度で当初見込んでおりました、２,４００名程度のですね、受給者数が国に報告書しておりましたけれど

も、支給対象決定が２,２６１名となりましたので、見込み分から不用額となっております。それから次に、

項２児童福祉、目１児童福祉総務費、１０億８,３７４万３,３４６円を支出しております。執行率９９.

４％でございます。ここでの主な事業といたしましては、節８の報償費、備考欄にあります、出生祝金、９

６０万円を支出しとりますが、平成２７年度は５万円を、それから２８年度から１０万円に改正いたしまし

て、９８名の方が対象となっております。しかしですね、今回２７年度で生まれた方がおられまして、申請

は２８年度になるんですが、生まれた年で受けますので、４名ほど２７年度の５万円となっております。申

しわけありません。ここで訂正なんですが、不用額調書にですね、９６名ということで書いておると思いま

すが、そういうことで９８名の対象になっておるということで、訂正をお願いしたいと思います。次に、節

１３委託料ですが、備考欄にあります、病児病後児保育事業委託料、６９１万円、これにつきましては、あ

さぎり町、水上村、湯前町、多良木町４カ町村でですね、行っております、病児病後児保育事業等でありま

して、公立病院に業務委託をしておりますけれども、事務局が２８年度まで、あさぎり町でございまして、

委託料６９１万円を支出しております。年間利用者数といたしましては、５４９名で、うち、あさぎり町２

６７名となっております。次に、節１９負担金補助及び交付金のうち、備考欄にあります、特別保育事業補

助金、１,３０１万７,９２７円につきましては、延長保育、それから障害児の保育事業への補助金です。そ

の下の施設型給付負担金、９億６,０６４万１,３７０円、これにつきましては、幼稚園、認定こども園及び

保育園に対しての、運営費として支出しております。それから、その下の放課後児童健全育成事業補助金、

１,３６４万２,８４８円につきましては、町内の７つの学童クラブの補助金として支出しております。次の

節２０扶助費です。下段になりますが、障害児通所支援費、６,３５２万１,３６６円ですが、これは、障害

通所サービスへの支援費を支出したものでございます。児童発達支援が、年間２３２人、放課後等のディに

年間４６１人など、７０名の方が受給者となっております。次のページの５１ページをお願いいたします。

最上段の節２３償還金利子及び割引料といたしまして、１,３５１万５,２７９円、備考欄にありますとおり、

各事業の国庫負担金、県負担金、それぞれの事業実績による返還金でございます。それから目２児童手当事

業費、２億６,５１８万６,１００円支出しております。執行率９９.９％ですが、支給対象者延べが、２万

３,０９０人に、児童手当と、節２０扶助費として支給しております。児童手当につきましてはですね、児

童減によりまして、年度毎に見てみますと、今のところ減ってきております。それから、目３子供医療費助

成事業費、５,８１７万６,８０８円、執行率９７.８％ですが、節２０の扶助費で、受給者数が２,３０７名、

件数としまして、３万４,２８２件に対しまして、子供医療費、５,８１２万６９２円を支出しております。

子供医療費につきましては、受給者数は横ばいですが、件数的に減ってきておりまして、費用も若干ですが、
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減額になっております。年度毎に見ますと、そういうふうになっております。それから、目４ひとり親家庭

福祉費、３５１万６,３７０円、執行率９５.５％ですが、これも節２０扶助費で対応しておりますが、医療

費の助成金として、３４９万１,２１６円を支出しております。この、ひとり親につきましては、残念なが

ら１人親が多くなってきております。医療費もそれに伴いまして、上がっております。２６年から２８年度

ですね、対象者数が７０名増えておりまして、金額として、５９万円程度増えております。目６子育て世帯

臨時特例給付金給付事業、６４万８,０００円、執行率１００％です。節２３償還金利子及び割引料につい

て、子育て世帯の支援事業の実績に伴いまして、補助金の返還金として支出しております。項３救護施設費、

ここからが、救護施設の決算でございます。救護施設におきましては、平成２８年度末におきまして、入所

者は男性が２９名、女性が２１名の計の５０名でございます。男性の平均年齢が６８.６歳、女性の平均年

齢は６９.３歳で、全体では６８.９歳です。最高年齢は９４歳で、平均入所年数が１３年と９カ月となって

おります。障害別では、身体障害者の方が６名、知的障害者９名、精神障害者の方が１７名、重複障害者が

１３名、その他５名となっております。高齢化による認知機能の低下と、障害や病状の重度化が進んでおり

ますが、個別支援計画に基づきまして、生活支援や相談支援等を、職員で連携し行っております。目１の救

護施設施設総務費、１億４,２７３万１,８９８円を支出しております。執行率９９.３％でございます。こ

こは救護施設の管理運営費が、主なものでございまして、職員等の人件費から、施設管理費の経費を支出し

ているものでございます。５３ページをお願いいたします。上段の節１３委託料の中で、備考の下のほうで

す、委託料の中の備考の下のほうですが、調理業務委託につきましては、業務委託しておりますので、委託

料としまして、１,９０２万７,４４０円を支出しております。目２救護施設事業費、３,６２５万３,４８５

円を支出を支出しております。執行率９７.６％でございます。ここでは、施設入所の入所者の生活支援や

相談支援に対する経費でありまして、消耗品費や水道光熱費、賄い材料費などの需用費が主なものでござい

ます。次に５４ページをお願いいたします。下段でございますが、項４災害救助費、目１災害救助費、１０

０万円、執行率１００％ですが、災害見舞金として１００万円を支出しております。住居全焼が２件、納屋

の全焼１件、工場全焼１件で、計の１００万円を支出しております。次に６０ページをお願いいたします。

款４の衛生費ですけれども、項１、目１０のですね、中ほどになりますが、養育医療費、５９万２,４７６

円、執行率４０.５％でございます。これは、未熟児に対する医療費でございまして、節２０の扶助費の養

育医療費給付において支出しております。当初ですね、６名見込んでおりましたけれども、実績としまして

は、２名でしたので、執行率が４０.５％になっております。また配付されております、主要な施策のです

ね、成果説明書におきましては、生活福祉課関連は６ページから１０ページ、それから、不用額調書におき

ましては、１１ページから１２ページに記載されております。ご覧いただきたいと思います。以上、生活福

祉課所管の主な決算について御説明を申し上げました。よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  １０分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時０１分 

再開 午前１１時１１分 

 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。高齢福祉課長。 

●高齢福祉課課長（上村 哲夫君）  それでは、高齢福祉課所管分を説明いたします。決算書歳入から９ペー

ジをお願いいたします。歳入決算でページの１番下の一つ上の枠になります。目２民生費負担金、節３老人

福祉費負担金、養護老人ホーム入所者負担金として、８２３万３,６０７円、これにつきましては、人吉球

磨地域に３施設ございますが、入所しております年度末時点で、３０名の入所者負担金となっております。
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次の医療介護連携市町村負担金、２２４万９００円につきましては、平成２８年度から、新しく人吉球磨圏

域の市町村と医師会が連携して、在宅医療と介護を一体的に提供する体制の構築を目的として、連絡会議な

どを行ったものです。これにつきましては、球磨郡医師会に委託をしたものとなっております。平成２８年

度におきましては、本町が事務局でしたので、ここで各市町村からの負担金を受け入れたものとなっており

ます。次の１０ページをお願いいたします。中ほどですけれども、目２民生使用料、節１福祉施設等使用料

は、高齢福祉課で所管しております、施設の使用料として、白寿荘、１３万５,４４０円、生活支援ハウス、

５１万７,５６３円の、合計６５万３,００３円となっております。１２ページをお願いいたします。目１民

生費国庫負担金、節６低所得者保険料軽減負担金で、介護保険料多段階化負担金、１７６万２,２９０円、

これは一昨年の介護保険制度の改正に伴いまして、６５歳以上の第１号被保険者の約３割を占めております、

所得が低い高齢者の保険料を軽減するために、給付費の５０％を、負担しております公費負担とは別枠で、

公費で負担を行うもので、国が２分の１、県が４分の１、本町が、町が４分の１の負担割合となっているも

のでございます。次の１３ページの中ほどですけれども、目２民生費国庫補助金、節４老人福祉費補助金、

地域介護福祉空間整備推進交付金で、１８５万４,０００円、これは町内の二つの施設が実施した、見守り

要介護ロボットの購入に対しての補助金として交付されたものでございます。次の１５ページの１番下の段

から、１６ページにかけまして、目２老人福祉補助金、節５老人福祉費補助金で、６項目、３,５７９万３,

０６０円が県補助金として交付されたものでございます。備考欄にありますとおり、老人クラブ活動等事業

費県補助金、１２８万８,０００円、高齢者住宅改造助成事業費県補助金、１５万６,０００円、これは単県

事業分でございまして、昨年は申請がありました１件について、交付いたしております。次の低所得者利用

者負担対策事業費県補助金、３０万円につきましては、国庫の欄で説明いたしました、所得が少ない利用者

に対して、介護サービスを行う、社会福祉法人が利用者負担額を軽減することに対する、４分の１の県の負

担分でございます。介護基盤緊急整備事業補助金として、３,０００万円、これは介護事業所、泰星苑さん

が、県の介護基盤緊急整備事業で交付された整備支援のための補助金と、次の１６ページ、施設開設準備経

費補助金、３００万円、これは同事務所の開設準備に要する経費についての、補助金となっております。次

の市民後見推進事業補助金、１０４万９,０６０円につきましては、人吉市社会福祉協議会に人吉球磨圏域

の１０市町村が事業を委託し、広域的に後見人の養成、組織整備、活動支援、相談事業などの活動を行って

おりますが、これに対します本町分の補助金となっております。１９ページをお願いいたします。繰入金で

目２、節１介護保険特別会計繰入金、医療介護連携事業分繰入金は、先ほど説明いたしました、分担金及び

負担金で説明いたしましたけれども、平成２８年度において、本町が事務局でありました関係上、人吉球磨

在宅医療介護連携推進事業の本町の負担分、３５万９,１００円を、特別会計から繰り入れたものでござい

ます。次の過年度分精算繰入金、８６８万２,５４３円につきましては、介護保険特別会計の平成２７年度

介護給付分と、地域支援事業の精算に基づく、町が負担した分の繰入金となっております。次に４４ページ、

歳出の主な項目の内容につきまして、説明を申し上げます。４４ページをお願いいたします。中ほど、目２

老人福祉費において、支出済み額、７億２,６７０万４,３６１円を支出済みでございます。この目の中には、

健康推進課所管の、後期高齢者医療関係も含まれておりますけれども、高齢福祉課職員のうち、地域包括支

援センター職員以外の高齢者支援関係の各事業及び介護保険業務費用での人件費を含む支出内容となってお

ります。節８報償費、金婚表彰関係の経費が主となっておりますが、昨年度においては、昭和４１年に御結

婚された御夫婦２６名の表彰と、町からの記念品贈呈を行っております。４５ページをお願いいたします。

節１２役務費、認知症高齢者対策での、ＧＰＳ加入手数料として１名分、５,４００円、緊急通報装置の設

置手数料で、５台分、６万１,０２０円、新規設置台数１台と、更新設置４台の内訳となっております。節

１３委託料で、各地区及び施設で開催していただきました、敬老会式典業務委託料として、５６７万４,８
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５０円を支出いたしております。昨年度におきましては、７０歳以上の対象者４,０５０人、うち町内の施

設が１１カ所ございますが、それが合計で、２８８人を含んでおります。方々を対象として、敬老を祝う会

を、各地区及び施設に委託して行ったものでございます。医療介護連携委託料、２６０万円は、歳入で市町

村負担金を受けまして、球磨郡医師会へ業務委託を行ったものでございます。成年後見センター事業委託料、

１７３万６,９０７円につきましては、歳入で説明いたしました県の補助事業で、平成２７年度から人吉市

社会福祉協議会に１０市町村が業務を委託を行っておるものでございます。節１９から、２３２万６,００

０円を流用いたしておりますけれども、これにつきましては、成年後見センター事業委託料につきまして、

当初予算では、節１９の負担金で計上いたしておりましたが、支出予算の性質から委託料が適当であるとの

判断から、当初予算計上額を委託料へ流用したものでございます。次の節１９負担金補助及び交付金、あさ

ぎり町老人クラブ連合会への補助金、２８７万８,０００円、シルバーエイト負担金、２,０８７万円、これ

は球磨郡公立多良木病院企業団介護老人保健施設事業分の町村負担金となっております。低所得者負担軽減

補助金、２３万８,１８０円につきましては、歳入のほうで説明しました補助金の町の支出分となっており

ます。次の介護基盤緊急整備事業補助金、３,０００万円と、施設開設準備経費補助金、３００万円は、歳

入で受け入れた県補助金を、そのまま施設を整備した事業者へ交付した１００％の事業でございます。地域

介護福祉空間整備事業費補助金、１８５万４,０００円につきましては、歳入国庫補助金で説明いたしまし

た、町内の２施設が実施した、見守り要介護ロボットの購入に対しての補助金を交付したものでございます。

節２０扶助費、敬老祝い金で、４８１万円を支出いたしております。あさぎり町に、在住５年以上の８０歳、

９０歳、１００歳の到達者、合計３１２名に交付いたしております。高齢者住宅改造助成事業費は、２件分

４０万５,３４０円の支出を行っております。なお、本節にあります繰越明許費１１０万円につきましては、

施設整備事業における補助金、これは、門扉の整備、それと防犯カメラの整備、それぞれ１施設分の繰越分

でございまして、既に事業は完了いたしております。次の４６ページをお願いいたします。節２８繰出金で

す。介護保険特別会計への繰出金、２億６,３１５万５,５８０円を本節から繰り出しております。目３老人

保護費、節２０扶助費、５,８５０万６,０９１円は、老人施設入所措置費でございまして、人吉球磨圏内の

３施設、年度末時点で、３０名の措置費の支出となっております。次に４９ページをお願いいたします。こ

のページの上半分の枠内になります。目７社会福祉施設費は、生活福祉課・高齢福祉課が所管しております

施設の維持管理費用となっております。節１３委託料では、高山荘の指定管理委託料として、６１５万４,

０００円。温泉交流センター指定管理委託料のうち、生活支援ハウスに係る分につきましてが、４０４万９,

０００円となっております。節１８備品購入費、節１１から利用いたしておりますが、生活支援ハウス宿直

室のエアコンの取りかえ工事費、購入費用となっております。なお、先日の一般質問の中でお尋ねがありま

した、扶助費の現状と動向について、高齢福祉課所管分につきましては、介護保険特別会計で、予算措置さ

れております経費につきましては、特別会計の説明で行います。一般会計の経常経費といたしましては、補

助事業関係と単独事業関係に別れますけれども、補助事業関係におきましては、県補助の高齢者住宅改造助

成事業を行っております。要支援・要介護の認定を受けた高齢者に対して、通常７０万の限度額で助成を行

っておりますが、この５年間で６件、毎年１件の申請、交付となっておりまして、金額内容につきましても、

それぞれの年度で差がありまして、一概に増加しているとは言えない傾向というふうに判断をいたしており

ます。また単独事業分につきましては、老人施設入所措置費がございますが、５年間で平均約６％ずつ増加

している状況にございます。入所者は２８人から３０人の間で余り変わってはおりませんが、その年度内に

おける入退所、いわゆる入れ替わりが、少し増加したこと、また要介護度が高い方が入所しますと、その分

だけ加算措置となることが主な原因というふうに考えております。敬老祝い金につきましては、現在の制度

になりましてから、４年ほど経過しておりますが、高齢化に伴い、支給額も対前年６％程度増加している状
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況にあります。なお、関係扶助費を含めました高齢福祉課所管分の主な施策の成果説明書は、お手元の配付

資料１２ページから１４ページとなっておりますので、御参照いただければと思います。以上で、高齢福祉

課所管分の主な決算内容の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  健康推進課長。 

●健康推進課長（岡部 和平君）  はい。健康推進課関係の決算について御説明申し上げます。歳入からでご

ざいますが、１０ページをお願いいたします。款１３の使用料及び手数料、目３衛生使用料です。節２の保

健センター使用料、１２万３００円でございますが、上・免田・岡原のそれぞれの保健センターの使用料で

ございます。それぞれですね、上が４,３８０円、免田が５万８,４９０円、岡原が５万７,４３０円となっ

ております。太極拳のグループ、民謡愛好会等が主な利用団体でございます。１２ページをお願いいたしま

す。款１４国庫支出金の目１、節の３保険基盤安定負担金でございます。国民健康保険の保険基盤安定負担

金、２,１４５万３,０５２円です。保険者支援制度というのがございまして、保険税の軽減対象の低所得者

の多い保険者を、公費で支援するものでございます。国が２分の１、県が４分の１、町が４分の１、国保の

特別会計への繰出金の財源でございます。１４ページをお願いいたします。款１５県支出金、目２民生費県

負担金の節２保険基盤安定拠出金、後期高齢者分の保険基盤安定拠出金です。低所得者等の保険料軽減分を、

公費で補てんするもので、県が４分の３、町が４分の１出すものの財源でございます。それから節４保険基

盤安定負担金、この中には先ほど申し上げました、国が支援する保険者支援制度の分、それから保険基盤安

定制度の分が含まれております。１６ページをお願いいたします。目の３衛生費県補助金の節３市町村健康

増進事業補助金、それから節４自殺対策推進事業補助金、節５虫歯予防対策事業費の補助金、節６風疹予防

接種助成事業補助金でございます。それぞれ、市町村健康増進事業の財源、それから自殺対策については、

２７年度からしますと、補助率が幾分かは下がっております。それから、虫歯予防対策事業については、フ

ッ化物洗口事業、それから歯科衛生士の派遣事業に充当しているところです。それと風疹予防接種について

は、町が風疹の予防接種を実施された方の助成金を出しますが、その助成金の２分の１が補助対象となって

いるところでございます。２０ページをお願いいたします。項４の雑入、目２衛生費納付金でございます。

節１保健事業健康診査徴収金、節２予防接種徴収金でございます。保健事業については、各種健診の個人負

担分でございます。住民検診、１,９６０人が受けていただきまして、その分の負担していただいた分、そ

れから過年度の健診の負担金分が、３万５,６００円未収となっております。連絡等をとって、収納をお願

いしているところでございます。それから予防接種徴収金については、高齢者のインフルエンザの予防接種

について、集団で実施いたしましたけれども、見込みよりも受けられる方が、集団で受けられる方が少なか

ったということで、予算が４５万円となっておりますけれども、収入額が２７万４,５００円、１８３人分

の収入でございました。それから目３の雑入の中の、このページの１番下にあります、他団体支給旅費、２

０万２,２８６円のうち、１万２,２４０円が、町の保健師が熊本県看護協会の役員をしておりまして、その

ときに支払われた他団体からの旅費、１万２,２４０円を含んでおります。２１ページでございます。１番

上です。各教室等参加者負担金、これについては、夏休み料理教室の小学生、中学生それぞれ実施いたしま

して、２６名参加いただきました。そのときの料理教室の材料代を、負担いただいたものでございます。５,

４００円。それから２２ページをお願いいたします。中ほどの少し下ですね、実習謝礼金、２万２,０００

円、熊本大学から保健師の研修、それから尚絅大学から、管理栄養士の研修をそれぞれ受け入れました。そ

れぞれ契約に基づいて、謝礼金をお支払いいただいたところです。その下でございます。２７年度後期高齢

者医療市町村療養給付費負担金の精算金、２,７６８万５,５７５円でございます。２７年度の精算に基づく、

収めました負担金の返還金の受け入れでございます。続いて、歳出です。４４ページをお願いいたします。

目２老人福祉費でございます。ここには後期高齢者医療に係る職員の人件費等が含まれております。保険料
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の決定通知、それから被保険者証の発行事務等に係る時間外手当も含まれているところでございます。次の

ページをお願いいたします。節１９負担金補助及び交付金の下から三つですね、後期高齢者医療広域連合の

一般会計分の共通経費の負担金、２７３万４,０００円、それから広域連合の特別会計に係る共通経費の負

担金、６２１万１,０００円、それから後期高齢者医療の医療費については、公費で負担することになって

おります。市町村は費用の１２分の１に当たる部分を負担しますが、その分の後期高齢者広域連合療養給付

費負担金、２億２,１４８万５,６４１円でございます。節の２３償還金利子及び割引料でございます。老人

保健給付金返還金、５,５６０円でございますが、老人医療に係る国庫負担金等の精算がございまして、返

還するものでございます。国・県、それから社会保障診療報酬支払基金にそれぞれ返還をいたしたものでご

ざいます。４６ページ、１番上、節２８繰出金です。後期高齢者医療特別会計に経費を繰り出すところです。

事務費繰出金、８４万５,０００円は、特別会計の一般管理費に充てる部分でございます。それから保険基

盤安定繰出金、これは低所得者の保険料軽減分を公費で負担する部分でございます。７,２６７万５,４１６

円、それから後期高齢者医療特別会計の歯科口腔審査繰出金、３万６,０００円でございますが、２８年度

から後期高齢者の被保険者に対して、歯科口腔の健康診査をすることといたしました。このときに費用額の

約１割、４００円になるんですけれども、負担していただくというところで、進めておりましたけれども、

その分を公費で補てんするっていうことでございますので、一般会計から２８年度中に検診を受けていただ

いた９０名の方の分、３万６,０００円を特別会計に繰り出すものでございます。４８ページをお願いいた

します。目６国民健康保険事務費でございます。ここは国民健康保険事務に係る職員の人件費と、それから

繰り出し金等を計上しているところです。被保険者証発行事務に係る時間外勤務手当も含まれております。

２８の繰出金でございますが、保険基盤安定繰出金が、１億１,７９０万７,４８０円、これは保険料軽減分

と、それから保険税軽減対象者の数に基づく保険者支援分を含んでおります。それから財政安定化支援事業

の繰出金、被保険者の税負担能力、それから町内に病床数が他のところと比べて特に多いとか、そういった

ところが条件になっておりまして、その繰出金、保険基盤安定繰出金が、１億１,７９０万７,４８０円、そ

れから財政安定化支援事業繰出金、これが３,１１５万１,１７４円になります。これは交付税措置をされる

部分でございます。それから、その他の繰出金といたしまして、国保特別会計の出産育児一時金がございま

すけれども、これの１５人分に当たる部分を繰り出しをしております。４２０万円です。１５人分の３分の

２が繰出基準でございますので、４２０万円を繰り出しているところです。５５ページをお願いいたします。

目１保健衛生総務費でございます。ここは健康推進課の職員の人件費、それから健康管理システムに関する

経費、それと救急医療確保のための委託金及び負担金、それから医師確保のための取り組みの負担金、それ

と鍼灸施療費の助成事業がございます。節１９負担金補助及び交付金でございますけれども、不用額が、７

４万６,７００円でございます。これについては、熊本県僻地医療自治体病院開設者協議会というのがござ

いますが、この事務局が小国町にしていただいておりましたけれども、熊本地震のために、事務局として、

ちょっと動けなくてですね、関係する首長の日程調整等も難しく、総会等が開けず、活動ができなかったと

いうことで、年度末まで、はっきりしなかったことでですね、その補助金を計上していたわけですが、最終

的に負担金がなかったということでございます。その分と、それから鍼灸治療費の助成金がございますが、

それを多めに見ていたところの不用額を合わせて、７０万６,７００円が残ったというところでございます。

５７ページをお願いいたします。目４健康増進事業費でございますが、ここは集団健診の１３委託料でござ

います。集団健診等の委託料、４,９８１万９１円を支出しているところでございます。複合健診が先ほど

申し上げました１，９６０人で、がんの発見者数が６人でございました。それから施設内がんセット検診を

受けていただいた方が１,６６７人、要精密の紹介状の出た方が３６２人いらっしゃいました。それから施

設婦人検診、３４８人に受けていただいております。あと、わっかもん健診、これは２８年度は糖尿病予防、
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血糖値についての健康教室も開いておりますけれども、２９２人の方に受けていただいております。わっか

もん健診では、歯科検診の要精密の方が２９人いらっしゃったということでございます。特定健診の受診率

については、今のところ確定ではございませんが、５７.６５％、それから後期高齢者健診の受診率が、１

５.４％となっております。目５母子保健事業費でございます。ここは妊婦健康管理事業、それから母子保

健推進事業、保健師・母子保健推進に委員による赤ちゃん訪問等の事業でございます。それから思春期保健

福祉事業、子育て講演会、思春期相談、それから乳幼児健康診査事業、３カ月、１歳６カ月、３歳、それか

ら１０カ月と５歳の、それぞれの健康教室、健康診査事業でございます。それから２８年度新たに、不妊治

療助成事業を始めさせていただいております。不用額が、目全体で、３６３万８,００３円上がっておりま

すけれども、内容といたしましては、不妊治療助成の助成金がですね、予算計上時は近隣の町村の申請状況、

それから保健所にちょっとお伺いしたところの、あさぎり町の状況を考えて、計上したところでございます

けれども、実際のところは、特定不妊治療が１件、それから一般不妊治療が３件ございました。年度末にか

けて申請が集中するということを思いまして、予算を減額せずにおったところでございますけれども、最終

的に、申請が合わせて４件分ていうことになったところでございます。５８ページ、目６予防接種事業費で

ございます。予防接種事業については、個別接種を、集団接種から個別接種へと進めているところでござい

ます。定期予防接種が、２,９４５人受けていただいております。定期予防接種、乳幼児に係る分ですね、

２８年度からは新たに、Ｂ型肝炎の予防接種が、１０月からですか、途中からでしたけれども、新たに対象

となっております。それから高齢者のインフルエンザ予防接種については、３,１３３人の方に受けていた

だいておりまして、そのうち個別は、２,９５０人でございました。だんだん個別のほうへ、皆さん受ける

方向に流れていっているようでございます。それから、成人肺炎球菌の予防接種、これは個別接種だけです

けれども、２６年度から始まりまして、６５歳から５歳刻みで、１００歳までの方でございます。２８年度

は８２０人の方に受けていただいております。接種率は６割程度というところでございます。それから、５

９ページをお願いいたします。目７健康づくり推進事業費でございます。ここは健康づくり推進事業として、

健康２１計画、食育推進計画の策定事業、それから心の健康づくりに関する事業、それとウォーキング大会、

それから食生活改善推進員、運動普及推進員活動に係る費用、それから歯科保健に係る事業の経費を、計上

させていただいておるところでございます。不用額については、節８の報償費、７０万７,２５３円でござ

いますが、健康ポイント報償費の対象を、２８年度からサロン事業の参加者もできるということで新たに広

げました。そうした時に、その分の交換が増えるというところで見込んで上げていたわけですが、年度をま

たいでしまってですね、新年度になってから、２９年度になってからの請求が多かったということで、その

分の不用額が出ているところでございます。それから１９負担金補助及び交付金でございますが、５４万４,

０００円、食生活改善推進協議会への補助金、５４万４,０００円でございます。食生活改善推進員の皆さ

んも、２８年度からは、各地区に出て行かれてですね、子供会等での活動も盛んにしていただいているとこ

ろでございます。今年度、１０月３日に開かれますところで、厚生労働大臣表彰を受けることになっており

ます。一応、お知らせをしておきたいと思います。それから目８保健センター管理費でございます。上、免

田、岡原の保健センターに係る経費でございます。深田の保健センターについてはもう、今、文化財の収蔵

をしておりまして、特に維持管理を健康推進課としては、行っていないという状況でございます。節１８の

備品購入費でございます。歯科検診用の椅子というか、検診用の椅子がございますが、それのコンプレッサ

ーが不具合がありまして、それの購入費を支出したところでございます。２５万９,２００円でございます。

以上健康推進課の所管について説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  これで休憩いたします。午後は１時３０分から再開いたします。 
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休憩 午前１１時５０分 

再開 午後 １時３０分 

 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き会議を再開します。追加説明はありませんか。ないですね。説明

が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑は各課毎に行ってきいます。それでまだ質疑が足りな

いようであれば、一括で質疑をしていただく時間を設けたいと思います。それでは最初に税務課分です。質

疑ありませんか。ありませんか。ありませんね。次に、町民課分、質疑ありませんか。３番、加賀山瑞津子

議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  ３番です。ページとしてはちょっと設定しにくいんですが、昨年総合

窓口の取り組みをしていただいております。日曜日の開庁、それから夜間開庁等やっていただいておりまし

て、町民からの声も上がってきてると思いますし、合わせて職員の方の意識の変化、時間外に対応されたり

というのもあったと思うんですが、そのあたりの職員の方の意識あたりとか、今後のまた対応についてとい

うところでお伺いします。 

◎議長（山口 和幸君）  木下課長補佐。 

●町民課課長補佐（木下 貞女さん）  はい、町民課木下でございます。総合窓口は御存じのとおり、２７年

５月からスタートしましたが、当初のほうはですね、町民の方も、職員もですね、戸惑う点もありましたが、

現在はかなりスムーズに、総合窓口のほうに寄っていただくようになっております。まず数字的な面から申

し上げます。来庁者、２８年度は１日平均１２３名、ライフイベント、転入転出関係の件数が１日平均６件、

各種証明は１日４３件、その他、他課受付分が７２件になっております。１番最も多い来庁者が、昨年９月

２３日、２１９名を記録しております。総合窓口に関してはですね、まず総合窓口が始まる前は、お客様が

いらしても、担当職員の名前とかを名乗ることはなかったと思います。今は必ず名前を名乗って、他課から

の職員が説明に来たときも、何々課の○○でございますというあいさつの仕方が、まず一番変わった点であ

ると思います。これも一つの効果であると思います。次にですね、まず、いろんなお客様がいらして、どこ

に行ったらいいかわからないというお客様が多かったんですけど、総合窓口があることによって、一つの課

でなるべく済むような形をとっていることから、大変効果がある面の一つだと思います。また職員のほうも

ですね、進んで、窓口のほうに出向いて、接客をしておりますし、丁寧な説明に心がけております。もちろ

ん、お褒めの言葉じゃなくて、苦情もありますので、その苦情はですね、職員全部で共有し、検証して、次

に、こういうことがないように、つなげて課内のほうで研修もしております。今は落ちついてきているとい

うところから、特別、窓口部会を開くことはしておりませんが、課内研修は定期的に行って、職務に対する

専門知識を深めているところでございます。これからはですね、また窓口の顔として、職員の心がけってい

うか、チェック体制もしながらですね、ますます窓口の向上を目指して取り組んでいくように課員、皆で努

力しておりますので、厳しいお言葉もいただきますが、その都度話し合って、改善に取り組んでおりますの

で、そういう状況です。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  はい、確かに職員さんがですね、利用者の方がいらっしゃったら、必

ずこうアイコンタクトをとって、笑顔でニコッとされるので、こられた方も、非常に入りやすいていう声は

聞きます。高齢者の方とかも、やっぱりいらっしゃったときに、担当さんがいらっしゃるまでにですね、掛

けてお待ちくださいということで席のほうをですね、案内して待ってていただける部分と、それから相談に

こられた方の、一人一人のちょっとパーテーションがあるので、何か隣の人を気にしながら、相談するので

はなく、その部分では非常に落ちついて相談ができるっていう部分も、ちょっとお伺いしております。あと、
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前回はですね、ちょっと木曜日とか、ちょっと時間遅くまでとか、年度末のときでしたっけ、日曜日開庁と

かっていうのもしていただいておりますので、サービスの一環として、今後もまたそういうのは、継続でき

ればなとも思いますが、時間外手当の件とかもあるかもしれませんけど、町のサービスとしてですね、検討

いただければと思います。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  町民課長。 

●町民課長（宮原 恵美子さん）  うれしいお言葉をいただきましてありがとうございます。時間外のことと

いうふうにおっしゃっていただきましたけれども、日曜日、年度末、それから年度初めの、日曜日開庁いた

しておりますけれども、それにつきましては、振りかえ１日対応ということで、振替休日をとらせていただ

いております。あと木曜日のですね、１９時１５分までですね、開庁いたしておりますけれども、それにつ

きましては、フレックス制を利用させていただいております。今後ともですね、住民の皆様に喜んでいただ

けるような、窓口づくりに努めていきたいというふうに考えております。よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですか。他にありませんか。２番、難波文美委員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  ２番、難波でございます。町民課にお尋ねいたします。決算書の１４ペー

ジ、節の２、中長期在留者住居地届出等事務委託金というところで、外国人の取り扱い５５件あったとお伺

いいたしましたが、現在ですね、あさぎり町にお住まいの外国人の人数・国別などわかればお示しください。 

◎議長（山口 和幸君）  町民課長。 

●町民課長（宮原 恵美子さん）  ８月３１日現在の外国人さんになりますけれども、総数１３６名の方がい

らっしゃいます。失礼いたしました。総数１４５名です。男性２６名、女性１１９名になります。国籍はで

すね、以前は中国とか、フィリピンの方が多かったんですけれども、最近はベトナムの方が半数以上を占め

るようになっております。ベトナムの方が８３名と、あと中国の方が２１名、それから韓国、フィリピンが

１５名ずつというふうになっております。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  共生社会ということで、在留の外国人も年々増えていくことだと思います

が、この１４５名というのは、昨年に比べて増減のほうはどうなんでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  町民課長。 

●町民課長（宮原 恵美子さん）  昨年がですね、１３０名程でいらっしゃいましたので、若干増にはなって

おります。やはりあのベトナムの方のですね、就労でおいでいただいてる人数が増えてきているようです。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  はい、わかりました。これからいろいろグローバル時代ということで、そ

して、若い人たちの労働力不足ということで、外国人の安価な労働力を使って、お仕事を進められる事業者

も町内には増えていくかもしれません。しかし、いろいろな事件も、皆様御存じのとおりですね、いろんな

ことが起こりうる可能性もありますので、ぜひともですね、きちんと住居がどこであるのか、どういうとい

うところで仕事をされているのか、そういうことを確認できるような、把握というかですね、そういうこと

は町のほうでもしっかりしていただいて、できますれば、議会に対しても、そういうことをお知らせいただ

ければと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  町民課長。 

●町民課長（宮原 恵美子さん）  今現在はですね、外国人の方も、日本人と同じようにですね、転出入の手

続というのを必ず必要になってきておりますので、その都度ですね、転出証明書を出したりとか、転入の届

け出をされたりということをしていただいております。ということで、きちんとしたですね、取り扱いのほ

うをさせていただいております。 
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◎議長（山口 和幸君）  いいですか、他に。１０番、皆越てる子議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  はい、１０番です。成果説明の中のですね、５ページでですね、狂犬

病予防事業について、この施策の成果を説明してあります。そこで４月と１０月と１１月した、日曜日も取

り入れたというようなことで効果があったというようなことで示されております。昨年度はどうかといいま

すと、家庭訪問をしながら実施したというようなことでございました。今年はですね、日曜日も取り入れて、

成果が出たというようなことで、時間外手当も出ております。時間外手当がですね、出ておりますので、日

曜日は振替休日だったのか、その支払いだったか、その辺のところもお尋ねしたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  木下課長補佐。 

●町民課課長補佐（木下 貞女さん）  ２８年度は、日曜日対応を２回、７月と１０月にさせていただいてお

りますが、これは振替休日、４時間の半日代休をとらせていただいております。時間外が出てますのは、未

係留犬の情報が入ったときに、日曜日とか土曜日に出勤して、捕獲のほうに回って、時間をとらせていただ

いたときの時間外が、実績として上がっております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  皆越議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  やはり家庭訪問よりも、日曜日にやはり接種していただいたほうがい

いというような結果でしょうか、その辺のところもお尋ねしたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  木下課長補佐。 

●町民課課長補佐（木下 貞女さん）  平成２６年度と平成２７年度は、秋１１月に、それぞれ４日間、訪問

をしておりますが、訪問の場合も、希望者を募っての訪問となっておりましたために、実績としましては、

２６年度が１４件、２７年度は６件となっております。というところで、２８年度は３回目も集団で行うこ

とになりました。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですか。他にありませんか。ありませんか。１１番、小見田和行議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  ページは５７と６０ページに関連いたします。生ごみ関係の回収につい

てお伺いいたします。今回の相当の回収がなされておりますが、この費用対効果といいますか、委託料等と

ですね、それからこれが反映する可燃物のごみ処理費あたりの減額と、いろんなことを考えたときに、もう

数年この事業なされておりますけど、その数字的な検証はなされているのか、今後ですね、大体、あさぎり

町内のどれだけの世帯で行われているのか、そして今後この事業を全体的に広げる考えがあるのか、以上お

考えを聞きたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  木下課長補佐。 

●町民課課長補佐（木下 貞女さん）  生ごみ分別、不燃ごみ分別のことで御説明申し上げます。生ごみの収

集量といたしましては、２８年度が３２万１,２９７キログラム、不燃物の収集量が６万５,５５０キログラ

ム、生ごみのほうがですね、１キロ当たり３６円の実績になっておりますので、これを削減効果にしますと、

１,１５６万６,６９２円となっております。生ごみの委託料のほうが、７８９万１０１円、生ごみ処理委託

料が３２１万２,９８６円となっております。不燃物のほうの実績の削減量に対する効果のほうが、２３５

万９,８００円と、これに対する委託料が２８９万１,７００円、両方を合計しますと、委託料の合計が１,

３９９万４,７８７円、削減効果のほうが、１,３９２万６,４９２円と効果のほうは若干ありまして、６万

８,２９５円となっております。何よりですね、ごみの減量につながってるというところが、１番の効果に

なっておると思いますので、効果としては大変上がっていると自負しております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  今後も続けるかみたいな。町民課長。 

●町民課長（宮原 恵美子さん）  はい、生ごみ収集につきましても、現在、収集に協力をしていただいてお

ります１４行政区の中で、世帯数が１,７８６戸でございます。全体世帯数の約６５％ということになって
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おりまして、残り３５％の方について、今のところ御協力はいただけてない状態なもんですから、地区を広

げるのも一つの案はではあるかと思うんですが、なかなかそこまで協力をいただけるかどうか、それとあと

収集の場所がですね、広がるとまた委託料あたりにもかかわってまいりますので、まずは今協力をいただい

ております行政区の、協力戸数を増やしていくことに今後、頑張っていこうというふうに、課内で検討をし

ているところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  １４区ということで、５２区からすると、かなり少ない区で、世帯数は

１,７８６戸ということは、やはりあの人口密集地だと想像できるんですけど、やはり周辺においてもです

ね、農業あたりしてる人は農地がありますので返すんですけど、その中においても持たない方々も、ごみに

関する、生ごみに関する処理に関しては、やはり苦慮されるところがあるのかなと思います。協力をなさら

ないっておっしゃる表現だったと思うんですけど、そこはほかの区、周辺のそういう区に対しましても、そ

ういう生ごみに対するいろいろな説明等をなされて、協力がなかったというふうに受けておられるのか、そ

れとも周辺に関しては、そういう説明はなされていないのか、どちらなんですか。 

◎議長（山口 和幸君）  町民課長。 

●町民課長（宮原 恵美子さん）  数年前にですね、ちょっと行政区を増やそうというか、収集場所を増やそ

うということで、それ周辺地区、行政区のほうにもですね、働きかけというか、募ってはみたんですが、協

力をしていただけるのが、少なかったということで断念した経緯があります。ということですいません、先

ほども申しましたとおり、今現在協力いただいてる地区に対しての、協力要請、さらなる協力要請のほうを

していきたいというふうに考えております。 

◎議長（山口 和幸君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  さっき、木下課長補佐がおっしゃった詳細な資料等をですね、最終日で

ようございますので、配付願いたいと思います。お願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですか、他に。他にありませんか。無いようでしたら、次に、昨年、生活福祉

課と高齢福祉課を分けて、質疑をしたんですが、目によっては、一緒に入ってる部分がありますので、なか

なか分かりづらいところがあるので、今年は、生活福祉課、高齢福祉課、両課に関係する部分を一緒に質疑

を行いますので、それで皆様方の御協力をいただきたいと思います。それでは質疑ありませんか。３番、加

賀山瑞津子議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  生活福祉課へ１点、高齢福祉課１点お伺いいたします。生活福祉課、

４７ページの扶助費の説明の中で、町内の福祉作業所の数が近年増えてきているっていう、ちょっと詳しく

説明をいただきましたので、近年の動向というのが、ちょっと見えてきましたが、今、町内に幾つ作業所が

あるのかっていうのをちょっともう少し詳しくお願いします。それと、高齢福祉課、介護ロボット、４５ペ

ージと１３ページのところの、地域介護福祉空間整備事業補助金に伴ったところで、見守り用介護ロボット

っていう御説明がありましたが、福祉現場にいると、これが本当に、鉄人２８号のようなロボットではなく

て、ロボットという名前のものだっていうのは分かるんですけど、そのあたりを少し詳しく、ちょっと御説

明をお願いしたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  生活福祉課長。 

●生活福祉課課長（竹下 正男君）  お答えいたします。障害福祉作業所の数はですね、人吉球磨におきまし

ては３１事業所、それから町内ではですね、６事業所がございます。 

◎議長（山口 和幸君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課課長（上村 哲夫君）  介護ロボットに関するお尋ねでございますが、議員の説明のとおり介護
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ロボットと申しましても、人型というか、よく人型ロボットという形で連想されがちですが、これは施設に

入所されている方の安否を確認し、見守るという趣旨での、介護ロボットでございます。具体的に申します

と、その部屋の中のベッドに、敷くタイプ、そしてまたベッドの下にセンサーマットというものを敷きまし

て、それを配線でつなぎまして、パソコンで、事務室等で一括管理をすると言ったような形での、介護ロボ

ットというような言い方でございます。今回の決算で補助金等交付している２施設への、介護ロボットの補

助金交付という内容につきましては、ただいま申し上げました見守り用の機械及びセンサー、パソコン一式

という形で、御了承いただきたいと思います。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  私も議員になりまして、ちょうど２６年ぐらいにですね、障害児の方

の通所施設が出たときに、いきなり町の予算として、１,７００万ほどポンとお金が上がったときに、今ま

で高齢者の方に関してはですね、各旧町村において、特別養護老人ホームが一つぐらいずつとかっていう、

ある程度の数的なものがあったんですが、障害者の方の通所施設に関しては、もうそれからもうぐんぐんぐ

んぐん数のほうが増えておりまして、町内が６施設っていう形ですが、その方たちが空き家を利用して、今、

何カ所もされてこられてるし、先ほどの説明で本当にまた、４、５千万金額のほうがですね、上がってきて

おります。なかなか制約もできないし、本当に就労進めるっていう部分では、ありがたいことなんですが、

そのあたりの把握であり、対応っていうのが、今後の町の中では大きなウエイトを占めてくるかなと、課題

かなと思っておりますので、またそのあたりのですね、確認っていうのをしていただきながら、また、動向

を考えていただきたいなと思っております。あと、介護ロボットのほうはですね、課長のほうから説明があ

りましたけど、本当に非常に脈拍数から出るぐらい、クオリティーの高いものが、現場にあるのを見られる

とわかるんですけれど、多分皆さんもこうイメージしにくいかなと思ったので、今回ちょっとお尋ねをいた

しました。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  生活福祉課長。 

●生活福祉課課長（竹下 正男君）  はい。ありがとうございます。そこのお話の中でですね、先ほど言いま

した、６事業所につきましては、就労継続の支援ということで、Ａ型とＢ型ということでわかれます。これ

はどういう意味かといいますと、一般企業などで働くことが難しい人にですね、支援を受けながら働く場所

を提供し、必要な知識や能力を向上させるために訓練をする施設ということであります。中身としましてで

すね、そのＢ型というのがですね、あるんですが、事業の金額をちょっと見ますと、２５年が５,２００万

程度の事業でしたけれども、２８年度にしますと、６,１００万円となっております。そして、Ａ型につき

ましては、２５年が１,９００万程度だったんですが、２８年度で６,０００万ということになっております。

そういうことで、Ａ型が物すごく、上がってるんですが、現在ですね、その事業の認可につきましては、県

のほうの認可になっておりまして、障害福祉計画等でですね、制約がない状態であります。そこでですね、

県に問い合わせをしてみますと、本年度作成します、あさぎり町の第５期障害福祉計画があるんですが、そ

れに載ってなければですね、県の認可を、認可といいますか、あの認めないということになるようなお話を

いただきました。それで県に申請があったとしてもですね、町の障害計画を確認されてから、判断されてい

うことだと思いますので、そこで、少しの歯どめが出来てですね、全国的に飽和状態とちょっと聞いており

ますので、町の障害計画によって歯止めがかけられるんじゃないかなということで、そういうふうに考えて

おります。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですね、いいですか。他に。１５番、徳永正勝議員。 

○議員（１５番 徳永 正道君）  はい１５番です。高齢福祉課の方にお尋ねをいたしますが、ページは４５

ページ、節の１３委託料の件なんですけれども、これ本年、当初予算のほうには、計上がなされていなかっ
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たようでございますが、金婚式の業務接待委託料。これは、本年、私まだ行ったことございませんので、ど

ういう接待内容かわかりませんので、ちょっとそこをお聞き、まずはお尋ねしたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課課長（上村 哲夫君）  はい、決算書の中の金婚式接待業務委託料７万２,０００円の件と思い

ますが、この件につきましては、平成２８年度までは、金婚表彰、明日行われますけれども、表彰者の湯茶

等の接待等につきまして、婦人会のほうにお願いをし、業務委託料として支出をしていたものでございます。

平成２８年度までですね。平成２９年度当初予算からは、一応この本年度の予算を課内で検討するに当たり

まして、何か少しでも、経費を節減できることできないかということで、話し合いをいたしまして、この業

務委託だったら職員でも何とか工夫でしてできるんじゃないかということで、これまで業務を委託をいたし

ておりました婦人会長さんのほうに御相談をいたしまして、了承を得た上で、平成２９年度からこの本委託

料につきましては、当初予算から計上をしていないといったような経緯でございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  徳永議員。 

○議員（１５番 徳永 正道君）  婦人会の皆様方が、真心込めて接待業務に当たっていたということですね。

職員さんあたりも、それは大変な御苦労と思いますけれども、婦人会の皆さん方と比較してどうでしょうか。

やっぱり私は婦人会の皆さん方が、真心込めて接待をするということの、一体感となってですね、やられる

ほうが、私は金婚式の表彰を受けられる方々には、真心が通じるんじゃないだろうかなというふうに思うん

ですけれども。昔はそうですね、旧免田町時代の話をして見ますと、金婚式当日は、焼酎を振舞ってですね、

相当接待のほうも賑わって、やっておられたという経緯もございます。金婚といえば、５０年ですからです

ね、結婚して、ちなみに私、後４年ですけれども、私は自分の心として、やっぱり職員さんの皆さん方がや

っていただくのも、楽しみなんですけれども、やっぱり婦人会の皆さん方に、業務委託をやられて、温かい

もてなしを受けたいなと、私はですよ、と思いますがね。昨年度は何人、今年度は何人ぐらいの、表彰者の

人数なんですか。 

◎議長（山口 和幸君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課課長（上村 哲夫君）  はい、昨年と本年度の被表彰者につきましては、ちょっと調査の上、報

告させていただきたいと思います。失礼しました。平成２７年度が３７組の、ご夫婦の皆様の表彰状の伝達

を行っております。平成２７年度が３７組ですね、２８年度が２６組というふうに、資料で確認をしたとこ

ろです。あと、本年度につきましては、申しわけございません。本年度の資料ちょっと持ってきておりませ

んので、報告させてください。あと徳永議員の方から冒頭言われました点につきましては、課の主管課の中

で事業というか、式典を実施いたしました反省会の上で、議員の中からこういうのはどうかという御提言が

あったということをお伝えしまして、内部でまず検討させていただければと思います。よろしくお願いいた

します。 

◎議長（山口 和幸君）  徳永議員。 

○議員（１５番 徳永 正道君）  はい、もう是非ですね、そういう方向で検討をしていただきたいと思いま

す。ちなみにですね、私も行くある敬老会の席なんですけれども、そこで、老人会の会長さんから表彰を受

けられた方々にですね、お祝いの言葉があって、そして今度は、老人会の幹部の方々で、会費を出し合って、

そして、その表彰を受けられた方の自宅にお邪魔をしてですね、お魚をつくって、持っていって、そしてま

た、そこでもまたしっかりとしたお祝いをですね、して、長寿を願うというような、そういうこともやっぱ

りされておりますのでね、やっぱり町としても、やっぱり、悪いとは言いませんよ、その職員の皆さん方が

真心込めてお祝いをしていただくこと、悪いとは言いませんけれども、やっぱり地域の方々もそういうふう

にしてやっておられるので、やっぱり婦人会のですね、一般のやっぱり団体の方々のですね、接待業務とい
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うのも、やっぱり真心が伝わっていくのではなかろうかなというふうに思います。ぜひ御一考ください。 

◎議長（山口 和幸君）  他にございませんか。２番、難波文美議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  ２番です。生活福祉課に１点お尋ねいたします。不用額調書の１１ページ、

１番下のですね、民生費で、ひとり親家庭福祉費の扶助費のところ、不用額が出ておりました。このひとり

親家庭についてなんですが、母子家庭だけではなくって、今父子家庭の問題もあると思うんです。その母子

家庭と父子家庭の割合、件数とかはわかりますか。 

◎議長（山口 和幸君）  生活福祉課長。 

●生活福祉課課長（竹下 正男君）  はい、すいません、ひとり親のですね、家族の人数といいますか、２８

年度が３８９、それから２７年度が３２９となっているんですが、申し訳ありません、母子と父子のほうで

ちょっと確認ができておりませんので、確認しましてですね、１５日の日に出したいと思います。よろしい

でしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  件数がですね、昨年よりも全体としても、ひとり親家庭ということで、３

８９件に２８年度は増えてるということでですね、実は教育現場におきまして、不登校とか、いろんな問題

が今あるんですけれども、ちょっと前までは、母子家庭が多かったということを聞いておりましたが、最近

では父子家庭も増えておりまして、父子家庭の場合は、お父さんたちがお仕事をされて、そしてお父さんの

御両親とか、おじいちゃん、ばあちゃんどちらかが、そのお孫さんを見ているということなんですね。で、

お父さんがお忙しいので、病院につれていくこともできず、そして連れて行ったとしても、その医療費の申

請をしないままに、１年を過ごしてしまうとか、そういうパターンが、ちょっと耳にしておりますので、不

用額、金額としては、微々たるものなんですけれども、その中に恐らくそういう父子家庭の方たちが多いの

ではないかと思いまして、この質問をさせていただきました。件数については、最終日にお知らせいただけ

ればと思います。よろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  他にありませんか。１１番、小見田和行議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  はい、１１番です、１点、ページはですね、２２ページ、雑入の中ほど

にあります、温泉施設指定管理委託料の返還金が、１,１６１万あります。この委託料の返還につきまして

ですね、指定管理委託をされて、利用料金制度を確か採用していると思うんですけど、これが特別委員会で

いただいております収支決算書、２４年度から２８年度のものを今見ておるんですけど、この中で返還が行

われたのは、２８年度のみであって、以前にも、次年度繰り越しでプラスの時が何年かあります。また赤字

もあります。これをですね、２４年から２８年まで、約５年間、最終２８年だけ、繰り入れをして、返還を

してあるんですけど、ここら辺が指定管理という特殊な、あれもあるんですけど、会計上、経理上ですね、

いろいろ原則が行政にはあると思うんですけど、そこら辺のところで、会計独立の原則とかですね、ありま

すよね、それを例外とするのが、剰余金の翌年度に繰り越しという部分があります。それも翌年度でありま

すので、翌々年度とか、そういうのは多分例外には当たらないかなと思っているんですよ。昨日もちょっと

商工観光にもお伺いしたんですけど、なかなか会計が不明瞭で見づらい部分が、決算のときに、こういうの

見てですね、思うんですけど、それについては通常の指定管理委託というのは、指定管理の利用料金制とい

うのは、経営努力によって上がった利益に関しましてはですね、受託側、今、あさぎりの場合は社協となり

ますけど、そこが収受していいというふうに一応なってるんですけど、これで返還金が生まれて返還をする

とか、だから今後またヘルシーランドが改装されて、また指定管理で行かれるかどうかは分かりませんけど、

その辺のところを考えますとですね、こういう指定管理委託料、利用料金制度等のですね、本当の生かし方

というのを、今後十分検証しないと、これを見ていると、非常になんか不安になるところがありますので、
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この返還金がですね、翌々年度ぐらいに振り込まれた、その辺のまず理由を伺いたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  早田課長補佐。 

●生活福祉課長補佐（早田 愛一郎君）  はい、生活福祉課、早田です。ただいまの小見田議員の御質問にお

答えいたします。指定管理につきましては、２５・２６・２７年度の３カ年間の指定管理期間でありました。

で、２５年度につきましては、返還を求めておりました。２６・２７につきまして、一貫してというところ

で、今回２８年度分で上がってきておるところでございます。利用料金につきましては、一応精査したとこ

ろで、当初見込んでいた利用料金の額と、途中途中で休館等、また工事による休館等ともやっておりました

ので、その辺で指定管理者が損害を受け持ったというところの精算はしておりまして、そこはさわらなくて、

減った部分を補填しております。あと燃料費と修繕費、工事請負費、その辺、リスク分担表によりまして、

２０％以上は町が持つというところで、決め事がありますので、そこを精査した上でやっております。あと

１人の職員がですね、職務改善をいたしまして、当初、そこに入り込んでたんですけども、その職員が１名

減というところで、精査したところで返還金を求めて、返還をしているところでございます。以上でござい

ます。 

◎議長（山口 和幸君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  ２５年にも返還を求めたということでしたよね。この収支決算書を今見

てるんですけど、２４年度に次年度に繰り越すものが２２０万ほど２５年度がマイナスの５９万１,０００

円ですかね。２６年度が４０万９,０００円。２７年度が１,０２３万９,８３１円というふうになってます

ね。このいただいた資料、決算収支計算書ですけど。この中で見ますと、一番末尾にありますその他の支出

の下にあります返還金支出というのは、２８年度だけしか記載ないんですよ。途中で、結局内部留保してい

るわけですよね。マイナスよりもプラスのほうが途中経過ではあるはずなんです。その辺のところは私が始

め言いましたように、やっぱり会計年度のやはりあの指定管理といえどもそのなかなかチェックしにくいん

ではなかろうかと。単年度でこういうのも返還をするなら返還、不足するようなら不足、またきちっと締め

ていくべきかなと思うんですけど、そこら辺のやり方に関しては今後も多分さっき言いましたように、将来

を見据えてですねどのような形態を行なわれるおつもりなのか、それはちょっと今後になりますけど、これ

を踏まえて、非常に心配するもんですから、本来ならばその単年度でこういう操作はすべきと思うんですけ

ど、いかがでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  早田課長補佐。 

●生活福祉課長補佐（早田 愛一郎君）  はい、ありがとうございます。今年度まで２８年度まではというと

ころでやりましたので、２９年度から分はですね、おっしゃるとおり単年度分で行いたいと思います。あり

がとうございます。 

◎議長（山口 和幸君）  他に。ありませんか。ないですね。それでは、次に健康推進課について質疑を行い

ます。なにか質疑ございませんか。３番、加賀山瑞津子議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  はい、先ほど１２ページのところでですね、国民健康保険の基盤安定

の負担金のお話がございました。そろそろ県のほうに一本化するという話がございまして、その移管につい

て、数年取り組んでいただいておると思います。ちょうど８月の２７日の新聞のほうに国保料が上がるとい

うことで、３５％の方が上がるんではないかと予想しているっていう記事とかも出ておりますが、また２８

年度の実績それから経過の中で、一本化に一本化っていうかまとまることについて町のほうはどう計画をさ

れていらっしゃいますか。 

◎議長（山口 和幸君）  健康推進課長。 

●健康推進課長（岡部 和平君）  はい、国民健康保険の県単位化についてでございますけれども、一つは基
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金の取り扱いがございました。質問がありましたが、それについては１２月かぐらいまでを目途にですね、

国保運営協議会に諮りまして、皆様にもお諮りをしたいというふうに考えているところです。早ければ１２

月、遅くなると３月ぐらいになるかと思いますけれども、そういった形でいきたいと思ってます。国民健康

保険のあさぎり町は保険税でございますが、それについては、あと特別会計のほうで話があるかもしれませ

んけれども、今のところでの試算では、あさぎり町は安くなるというか今より負担が軽くなるっていうよう

なところでございます。そういったところも含めてですね、県単位化になることで、県内同じ取り扱いにな

る部分、それから事務はまだ会計も特別会計も持ちますし、各市町村で実施する部分等がございます。県単

位化、県内で統一化になる部分が今、細部まで打ち合わせというか協議をして、そろそろ固まりつつあると

いうところでございますので、見えてきたところでまた皆様にお知らせをして、今後の基金の取り扱いも含

めてですねあさぎり町の県単位化後の国民健康保険の運用ということで、お知らせして、また協議をさせて

いただきたいというふうに思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですか。いいですか。他に。他にありませんか。１０番、皆越てる子議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  はい、１０番です。この不用額調書の１８ページですね、健康ポイン

トのことが書かれております。先ほど課長の説明の中でもですね、サロンも開始したのでこのポイントもい

いんじゃないかなというようなことで、計画しておりましたけどもその２９年度になってこのポイントが変

えるっちゅうか、ずれ込んだというような御説明でありました。でもですね、うちの担当者はですね、２８、

２９年の３月までにはどうしてもしなければならないというようなことで世話人の方がですね、一生懸命な

ってされたもんですから、うちはもう２８年度でこのポイントも集められてもう２９年の当初にはもう渡し

ていただきましたので、その周知ができてなかったのじゃないかなて私は思ったんですけど、その辺のとこ

ろはどうお考えでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  健康推進課長。 

●健康推進課長（岡部 和平君）  健康ポイントの対象にサロン事業を加えさせていただいたのが２８年度か

らでございますけれども、当初はですね、中間取りまとめをしてその時点で１０ポイントというか、そうい

う方たちが多かればその対応しようというような形を考えておりました。ただ、中間取りまとめがなかなか

進まなくてですね、結局、年度内の締めの最後のサロンの日程が終わった後で責任者の方に出していただく

ということになったもんですから、結局のところ、満点のポイントカードを町が確認してカードに押印しま

して、サロンの参加者の方にお返しするっていうのは、２９年度になってからになったと思います。サロン

の責任者の方はですね、そこで、例えば３月の２０日ごろに２０日がもう最後のサロンあれば、そこで実績

を社会福祉協議会のほうに出されたと思うんですけど、それが今度は上がってきまして、町でそれぞれ確認

をしてサロンの場合は、毎回ではなくて、月に１回をポイントということでさせていただいてますので、そ

れの確認をしたところで、責任者の方にポイントカードをお返しして、責任者の方が今度はサロンの会員さ

んのところにポイントカードを持って行かれ、満点の場合は、１０ポイントたまってる場合は、５００円の

券とかえるのは、５００円券は金券でございますので、できるだけ対象者本人の方御本人の方にしていただ

きたいということで最初進めましたので、２９年度になってからの交付ということになったところでござい

ます。で、それにしてもその当初はもう少し多いと思ってですね、商工会のほうから買い物券を購入するわ

けですけれども、年度途中がそれほど、減らなかったっていうことで、その分が不用額として、残ったとい

うことでございます。もう一つはウォーキング大会が、余り参加者がなかったとかですね、そういったとこ

ろもポイントカード買い物券との交換が進まなかったということで不用額の原因となったというふうに考え

ているところです。 

◎議長（山口 和幸君）  皆越議員。 
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○議員（１０番 皆越 てる子さん）  はい、そしたらも２９年度はまた膨らむというようなことでいいんで

すかね。 

◎議長（山口 和幸君）  健康推進課長。 

●健康推進課長（岡部 和平君）  はい、サロンも、社会福祉協議会それから高齢福祉課の努力といいますか、

そういったところで増えているようでございますし、去年、１０ポイントにならなかった方に足らなかった

方が、今年の参加状況によっては１０ポイントになって交換が進むということですので、今のところ順調に

ポイントお買い物券ですね。それはさばけているというふうに考えています。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですか。他に。各課について質問いただきましたけれども、全課にわたっての

の質問があればここで受けたいと思いますが。５番、久保尚人議員。 

○議員（５番 久保 尚人君）  ５番、久保です。えっとですね。あさぎり町決算審査意見書の９ページを見

ていただいてよろしいでしょうか。その下のほうの公営住宅使用料のほうなんですけど、実はこれを見てい

ただくとですね、２８年度で１,２４１万４円という収入未済額が出てきてるんです。これは、建設林業課

からいうとどうしてもそのこれを納めてもらうっていうことが主流に考えとして当然あるんですけれども、

我々今進めていきますと、我々、答弁していただく、厚生のほうにかかわる課にとってはですね、この数字

っていうのはまた別の見方ができると思うんですよ。このようにずっと増えてきている住宅の未収が増えて

きてるっていうことはですね。そのこの未収が増えてきているということを各課の課長さんはどのように思

われるか。そして町民の生活がどんなふうになってるのかなと想像できるかっていうのちょっとまずお聞き

したいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  暫時休憩しましょうか。久保議員。 

○議員（５番 久保 尚人君）  えっとですね。私がこの数字を見たときに思うのが、実はこれ２０年から３

０年入居された方が多いらしいんですけれども、例えば自分の親が、介護の状態になって、自分の仕事をち

ょっと休まないかんようになったり、正規の職員が非正規になったりとか、もしくは定年を迎えて収入が少

なくなって、年金だけで暮らしていかんといかんようになって、なかなかこの公営住宅の使用料が払えなく

なったりとか、そういうことが考えられる数字だと思うんですよ。ですんで、我々はこの数字から、やはり

個人の方々の生活がやっぱりかいま見られるので、個人的なデータといいますかですね、この対象者の方々

ていうのは当然我々が福祉を行っていかないかん方々なんですね。こういう方々に、やはり直接我々は当た

っていっていただいて、担当課はあたっていただいて、例えば生活困窮者支援法等もありますので、そうい

うもんにつなげていったりとかいうことが必要なんじゃないかなと感じたもんですから、その辺のところで

今説明したところで答弁をお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  久保議員。あの、今お話を伺っとってですね、生活福祉課、あるいは高齢福祉課

等々は、今の業務のシステム上、公営住宅の滞納者の一覧を見てないと思うんですよ。だから、１５日時間

がありますので、そのあたりを建設林業課の住宅の担当と生活福祉・高齢福祉課と関係する課と話をさせて

みてですね、そのあたりの分析ができるようであれば、最終日に報告させるということでいいですか。副町

長。 

●副町長（小松 英一君）  はい、今、議長の方からもですね、お取り計らいいただきましたが、私もこの入

居審査会の役をしておりますので、もちろん議員の皆さん方の中には委員を務めていただいておられるある

いは過去に委員として審査をしていただいた方もいらっしゃるので中身は大体御存じと思うんですけど、ま

ずその所得があり過ぎると入居できないというかですね、なんか不自然というふうに認識されるケースもま

まあります。ですから公営住宅と、特公賃といういわゆる高額所得者向けの住宅、そういったところで分類

をして入居者を判定してますよね。住宅使用料については、公営住宅の場合固定ではありませんので、前年
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度の収入に応じた住宅使用料ということで、今議員がおっしゃるように、いわゆるその自主的に自分がその

仕事を退職したとかということではなくて、やはり企業側からの働きかけというようなケースもあって、そ

のような場合には、前年分の所得に対する、公営住宅使用料というふうには判定し直すんですけど、それプ

ラスですね非常に厳しい条件が重なった場合には、使用料の減免措置ということもやっております。実質や

っております。ただこれはやはり非常にハードルが高いというかですね、あまり頻繁にはなかなかできない

というのが現状の使用料条例の運用でございます。ですから、議員のほうがおっしゃるいわゆるその所得階

層として非常に経済状態厳しいそういう方々のための公営住宅でありながら、今度は逆に使用料が入らない

というふうな、非常に難しい面も抱えておりますので、その点については、町も努力はするべき、福祉面か

らの手を差し伸べるところは、各課に話としてはつないでいるつもりです。ただあの根底にあるのはやはり、

国のほうの公営住宅というのは、使用料についても、国の算定基準に基づいておりますので、これはなかな

か動かせない部分があります。ですから、町が独自にそこのところを軽減するとすれば、今度はそれに対し

てそのペナルティーがあるのかというふうなこともありましょうし、ですから直接的な住宅使用料うんぬん

ということではなくて、議員がおっしゃるその側面的に、その世帯の経済状態をどう支援するというふうな、

それが可能なのか。それは、その状態といいますか、条件によって様々だと思いますので、１５日までに、

そういう提案といいますか、考え方ができるとすれば、それぞれの課のほうでですね、また説明をさせてい

ただければと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  １５日までに整備してから答弁させます。他にありませんか。７番、森岡勉議員。 

○議員（７番 森岡 勉君）  ７番です。１点だけお尋ねいたします。生活福祉課のほうでですね、出生祝い

金支給事業を行っております。出生祝い金事業、規定を条例をわかっておりますか。説明できます。 

◎議長（山口 和幸君）  生活福祉課長。 

●生活福祉課課長（竹下 正男君）  すいません。ちょっとその条例をちょっと今手元に持っておりませんの

で、資料としてちょっと持ってないもんですから。申し訳ありません。 

◎議長（山口 和幸君）  森岡議員。 

○議員（７番 森岡 勉君）  簡潔に申しますと子供を出生した基準日後６カ月、基準として、あさぎり町に

住所を有する方で以後３年以上住むという要件でございます。これで２８年度は９６０万不要が９０万ほど

出ておりますけれども、そういった規定の中でですね実は、私相談があったもんですから、隣町からあさぎ

り町に農業で移住されたと。その要件に合わなかったと。もう過ぎとったということだったもんですから、

６カ月を変えろとは申しませんけれども、支給基準の中にですね、そういったあさぎり町に若い人が増える

子どもも増えるといったあたりについてはですねこの違反した時には、その町長が認めたものとなっており

ますけれども、逆にまた逆に町長がそういったことを認めますよと、６カ月過ぎとってもというようなこと

は、できないものかということを提案でございますけれども、そういった考えはどうでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  おっしゃるとおりですね。明らかにもう強い意志でですね、この町に来て、住みた

いという意思があって、一定の確認がとれて、そして先に支給してですね、逆にその途中で、また別に行か

れた時はお返しいただくとか含めてですね、考え方ありますので、今後検討してみたいと思います。ありが

とうございました。 

◎議長（山口 和幸君）  他にありませんか。まだたくさんありますか、他に。あるようであれば、一応休憩

しようか。それでは６番、小出高明議員。 

○議員（６番 小出 高明君）  はい、６番、小出です。３８ページのですね。税務課にお尋ねします。３８

ページの節の１３委託料、この中で基準点と三角点の測量で委託料で４,４２８万ありますが、町内１４０
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カ所、測量されたということですが、それにより誤差不具合があったのか、あるのかお尋ねしたいと思いま

す。 

◎議長（山口 和幸君）  那須課長。 

●税務課長（那須 正吾君）  今の御質問は、１４０カ所の誤差が地震とかの影響でちゅうことですかね。そ

れはですね。新しく作った基準点の座標値を出しましたので、はい、誤差等はありません。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですか。他にありませんか。それでは、平成２８年度あさぎり町一般会計歳入

歳出決算の分についての質疑は終わります。ここで１０分間休憩いたします。 

 

休憩 午後２時３５分 

再開 午後２時４８分 

 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き会議を再開します。 

日程第２ 認定第２号 

◎議長（山口 和幸君）  次に、日程第２、認定第２号、平成２８年度あさぎり町国民健康保険特別会計歳入

歳出決算の認定についてを議題とし、説明を求めます。松本課長補佐。 

●健康推進課課長補佐（松本 良一君）  はい、それでは国民健康保険特別会計の決算書につきまして説明い

たします前にですね、医療費の状況等につきまして、簡単に説明させていただきます。平成２８年度のあさ

ぎり町国民健康保険の年度平均の被保険者数は４,５３５人で、前年度から１９３人の減少となっています。

保険給付費の総額は、前年度から２.４％、３,６００万円余り減少しています。これは被保険者数が減少し

ていることと、薬の価格が引き下げられたことが主な要因と思われます。それからまた１人当たりの保険給

付費につきましては、１人当たり３３万２,０００円余りとなっています。前年度より１.８％、５,８００

円余りの微増という状況になっております。それでは、決算書につきまして、説明させていただきます。１

ページをお願いします。歳入につきましては、大まかに御説明いたします。款１国民健康保険税の５億３,

０００万円は、歳入の１９.２％を占めております。款３国庫支出金と款６県支出金は、あわせまして、７

億６００円余りで、２５.６％を占めています。それから款４療養給付費交付金は、これは退職後に、社会

保険などから、国保に加入された退職者とその被扶養者の医療費を、退職した医療保険者が負担する退職者

医療保険制度によりますもので、４,５００万円余りが交付されています。退職者医療制度が平成２６年度

までで廃止となりまして、新たな新規の加入者がいないということでですね、被保険者数が減少しておりま

して、交付額につきましては、前年度より３,３００万円余り減少しています。６５歳以上の方の加入割合

によりまして、各保険者間で、財政調整する制度であります、款５の前期高齢者交付金が、５億５,７００

万円余り交付されています。前期高齢者の加入によりまして、前年度より、１億４,２００万円余り増加し

ています。また、一定の医療費を超えた分を、保険者間で財政調整する仕組みであります、款７の共同事業

交付金は、６億６００万円余りが交付されています。款９繰入金につきましては、国保特別会計の財政を賄

うために、法で定められた範囲で、１億５,３００万円余りが一般会計から繰り入れられています。２ペー

ジをお願いします。歳入合計につきましては、２７億６,４１８万１４３円となっておりまして、前年度に

比べまして、１億６００万円余りの増となっています。続きまして歳出です。３ページ、４ページをお願い

します。歳出総額は、２４億７,４００万円余りでですね、前年度に比べて、９,０００万円ほど減となって

います。主な要因としましては、被保険者数の減少によるもの、款２の保険給付費と、款７の共同事業拠出

金の減少によるものです。歳出に占める割合で最も大きいものが、款２の保険給付費で、全体の６０.９％

を占めています。その次が、款７の共同事業拠出金、２３.８％、それから款３の後期高齢者支援金等が、
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９.８％で、この３つの支出が、全体の９５％を占めているところでございます。それでは、詳細につきま

して説明させていただきます。 

◎議長（山口 和幸君）  万江課長補佐。 

●税務課課長補佐（万江 幸一朗君）  税務課の万江です。それでは、税務課所管分の詳細について説明をし

たいと思います。まず、決算書の５ページをお願いいたします。歳入の説明になります。国民健康保険税の

収納状況であります。款項目の目の合計を読み上げて説明にかえさせていただきます。一般被保険者分、調

定額５億８,９２３万４,９０３円。収入済額５億１,３９２万１,７７４円。不納欠損額４７１万７,１１６

円。この不納欠損の理由につきまして、ちょっと御説明申し上げます。地方税法のですね、１５条の７第１

項第１号、財産なしという部分になりますけども、１０３件で、２５４万４４７円、それから、同条同項第

２号、生活困窮にかかるもの、１０４件、２０８万２,１６９円、次に、同条同項第３号、所在不明による

ものが、６件、９万４,５００円、合計の２１３件、４７１万７,１１６円ということになります。収入未済

額、７,０５９万円６,０１３円。徴収率８７.２％になります。被退職者保険分、調定額、１,８２４万５,

５９９円、収入済額、１,６１９万５,２０４円、収入未済額、２０５万３９５円、徴収率８８.７％になり

ます。国民健康保険税の合計、調定額、６億７４８万５０２円、収入済額、５億３,０１１万６,９７８円、

不納欠損額、４７１万７,１１６円、収入未済額、７,２６４万６,４０８円、徴収率８７.２％になります。

ちなみに、この徴収率８７.２％は県下第９位となります。次に、同じページの下段です。目１督促手数料、

３１万６,３５０円の収入、不納欠損額、２万８００円になります。次に８ページをお願いいたします。上

段になります。目１一般被保険者延滞金、２７３万１１０円の収入になります。以上、歳入の説明を終わり、

歳出の説明に入ります。１０ページをお願いいたします。中段の目１賦課徴収費、節１１需用費、これは納

税通知書及び督促状などの、印刷代になります。１０万９,８５３円です。次に、１４ページをお願いいた

します。中段の目１一般被保険者保険税還付金、目２退職被保険者等保険税還付金でありますが、主に住民

税申告や被保険者の資格喪失により税額更正を行い、過年度にさかのぼって還付するものであります。一般

被保険者分、４９万８,０００円の還付になります。目４一般被保険者還付加算金及び、目５退職被保険者

等還付金は、還付金に係る利息で、３,１００円になります。以上、税務課所管分に係る部分の説明を終わ

ります。 

◎議長（山口 和幸君）  松本課長補佐。 

●健康推進課課長補佐（松本 良一君）  健康推進課所管分の御説明をいたします。歳入です。５ページをお

願いします。１番下のところの款３国庫支出金、目１療養給付費等負担金、４億１万３,１９２円。被保険

者の療養の給付に要する費用に対する国庫負担金です。６ページをお願いします。目２高額療養費共同事業

負担金、レセプト１件当たり８０万円を超える高額な医療費の発生による財政リスクを軽減し、保険基盤の

安定を図るための拠出金で、そのうちの４分の１をですね、国が負担いたします。１,３６０万９,９２２円

です。目３特定健康診査等負担金、国保の特定健康診査及び特定保健指導に係る費用の３分の１を国が負担

するものです。それから項の２国庫補助金、目１財政調整交付金、１億４,６１１万２,０００円です。これ

は、被保険者の療養の給付に要する費用に対する国庫補助金です。普通調整交付金は、市町村間の医療供給

体制や、所得の差異による財政力の不均衡を調整する交付金で、特別調整交付金は、画一的な測定方法で措

置できない特別な事情のある場合に交付されるものとなっております。目４国民健康保険制度関係業務準備

事業費補助金、平成３０年度から、県が国保の財政運営の主体となるなど、制度改正が行われますけれども、

その準備事業としまして、県のシステムとの連携を図るための、本町のシステムの改修を行ったものでござ

います。款４療養給付費等交付金、４,５１５万２，０００円です。退職被保険者の療養の給付に要する費

用にかかる交付金で、退職時の各被保険者保険から拠出金を財源とする拠出金でございます。それから、款
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５前期高齢者交付金、６５歳から、７４歳までの被保険者に係る医療費の不均衡を調整する仕組みです。５

億５,７７７万２，２０６円です。款６の県負担金、７ページをお願いします。目１高額医療費共同事業負

担金でございます。国庫負担金と同じく、高額な医療費の発生による財政リスクを軽減するため、県も４分

の１を負担しております。目２特定健康診査等負担金、これにつきましても、国庫負担金と同じく、県のほ

うで３分の１負担をしております。それから項２県補助金、目１財政調整交付金、１億２,５４５万８,００

０円、被保険者の療養の給付に要する費用に対する県の補助金でございます。款７共同事業交付金、目１高

額医療費共同事業交付金、節１の高額医療費共同事業交付金は、レセプト１件当たり８０万円を超える医療

費が対象で、８０万円を超える部分の１００分の５９が交付されます。節２の保険財政共同安定事業交付金

は、自己負担分を除く８０万円までの部分に対して、１００分の５９の金額が交付されます。これが、５億

３,８６３万３,５０３円です。それから、款８財産収入、基金利子の、５２万８,４５７円です。款９繰入

金、国保財政の安定化を図るための、法定内の一般会計からの繰り入れでございます。節１保険基盤安定繰

入金、これは低所得者が多いという、市町村国保の構造的課題に対する公費負担でございます。それから節

２の出産育児一時金繰入金、４２０万円、出産育児に要する費用の一部を繰り入れるものです。節３財政安

定化支援事業繰入金、保険税の負担能力、病床数の数とか、高齢者が特に多いなど、そういったことを総合

的に勘案して、算定された額を繰り入れるものでございます。それから款１０繰越金、前年度繰越金の、９,

３３７万９,３６５円です。８ページをお願いします。款１１諸収入です。項２受託事業収入、目１特定健

康診査等受託料、これは７５歳以上の後期高齢者の健康診査に係る費用が、熊本県の後期高齢者医療広域連

合から交付されるものです。項３雑入、目１一般被保険者第三者納付金、交通事故等の第三者行為によりま

して、医療費を国保で立て替えたものを受け入れるものでございます。目３一般被保険者返納金、２万２,

０５１円、これは医療費の過誤によります、保険者負担分の返納金でございます。それから目６、雑入、県

から療養給付費負担金の過年度分の追加交付があったものでございます。９ページをお願いします。歳入合

計が、２７億６,４１８万１４３円となっています。続きまして、歳出の１０ページをお願いします。款１

総務費、目１一般管理費、支出済額は、７９４万３,２１５円です。これは経常的な経費で、レセプト点検

に係る費用、国保連合会へのレセプトの共同電算委託料、県の国保標準システムとの連携のための、システ

ム改修委託料等が主なものになっております。目２連合会負担金、９９万３,０００円、国保連合会への負

担金でございます。項３運営協議会費、これは国保運営協議会に係る経費でございます。２８年度は４回開

催しております。款２保険給付費、前年度から２.４％の減となっています。主なもの、要因としましては、

先ほども概要のところで説明したけれども、被保険者数の減少と薬価の引き下げ等によるものと思われます。

それから項１療養諸費、これは一般診療、補装具、医師の指示によります、鍼灸、按摩、マッサージ等の療

養費などでございます。１１ページをお願いします。項２高額療養費、１億９,５０６万５,２１０円です。

それから項の２移送費、１,１８３円です。項４出産育児諸費、９４９万１５６円です。国保の被保険者が

出産した場合に、１人当たり４２万円と、手数料分を支給するものです。２８年度は２２人分でございます。

１２ページをお願いします。項５葬祭諸費、被保険者の方が亡くなられた場合に、３万円を交付しておりま

す。３２人分の９６万円でございます。款３後期高齢者支援金等、これは後期高齢者医療制度を支えるため

の負担金となっています。２億４,１５７万２,９７５円です。款４前期高齢者納付金等、６５歳以上、７５

歳未満の前期高齢者の医療費の、不均衡を調整する仕組みで、すべての保険者が負担することとなっており

ます。款５老人保健拠出金、老人保健事務にかかります費用でございます。款６介護納付金、これは４０歳

から６５歳未満の、第２号被保険者の負担分でございます。１３ページをお願いします。款７共同事業拠出

金、県内の市町村国保の財政の安定化を図るための制度で、目１高額医療費共同事業拠出金、これにつきま

しては、医療費が８０万円を超えるレセプトを対象とした拠出金になります。それから目２保険財政共同安
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定化拠出金、これは８０万円以下の者を対象とした拠出金になります。款８保健事業費、目１保健衛生普及

費、主なものとしまして、国保の啓発用リーフレット「健やか国保」の印刷代、それから国保連合会への共

同電算委託料として、疾病分類の委託、医療費通知等の委託、ジェネリック医薬品との差額通知委託、そう

いった、それから保険者データヘルス支援システム開発負担金、これにつきましては、検診や医療介護の情

報を突合したデータを活用して、保健事業の評価分析を行うことができるシステムで、今年の７月から稼働

を行っているものでございます。それから項２の特定健康診査等事業費としまして、２,１２０万６,７９４

円です。１４ページをお願いします。主なものとしましては、１番上のところの、節１３委託料、これは４

０歳から７４歳までの、国保の被保険者の特定健診と、特定保健指導に係ます費用の保険者負担分でござい

ます。１８の備品購入費、小型の血糖値測定装置を購入いたしております。款９基金積立金、基金利子の、

５２万８,４５７円を財政調整基金に積み立てております。款１１諸支出金、目３償還金、平成２７年度の

特定健診、特定保健指導の国県負担分の返還金でございます。１５ページをお願いします。平成２８年度の

実質収支に関する調書でございます。歳入総額が、２７億６,４１８万円、歳出総額が、２４億７,４１１万

４,０００円、歳入歳出差引額が、２億９,００６万６,０００円となっております。１６ページをお願いし

ます。財産に関する調書、国民健康保険財政調整基金でございます。２８年度中に、５２万８,４５７円を

積み立てまして、５億１,５６０万１７５円となっております。以上で国民健康保険特別会計、歳入歳出決

算書の説明を終わります。よろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。ありませ

んね。 

日程第３ 認定第３号 

◎議長（山口 和幸君）  次に、日程第３、認定第３号、平成２８年度あさぎり町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算の認定についてを議題とします。説明を求めます。松本課長補佐。 

●健康推進課課長補佐（松本 良一君）  それでは平成２８年度あさぎり町後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算につきまして御説明申し上げます。決算書の３ページをお願いいたします。歳入でございます。款１後

期高齢者医療保険料、調定額、１億４９７万４,３００円、収入済額、１億３９５万５,５００円、収入未済

額、１０１万８,８００円でございます。後期高齢者医療の被保険者数ですけれども、平成２８年度末で、

３,１０９人ということで、昨年よりも１３人減少いたしております。年金から天引きいたします特別徴収、

納付書あるいは、口座振替での普通徴収という方法で納付していただいております。それから款２の使用料

及び手数料、目１督促手数料、３万７,４００円でございます。款３繰入金、節１事務費繰入金、８４万５,

０００円、これは事務費に係ります一般会計からの繰入金です。節２保険基盤安定繰入金、７,２６７万５,

４１６円、これは低所得者の保険料軽減分を、公費で補てんするものでございまして、県が４分の３、町が

４分の１を負担するものです。節１３歯科口腔健康診査繰入金、３万６,０００円、これは１人当たり４０

０円の、９０人分を繰り入れるものでございます。款４諸収入、目１延滞金、３万５００円、目４保険料還

付金、１万７,２００円、これは亡くなられた方や、所得の減額修正があった被保険者の保険料について、

広域連合からの還付があったものでございます。４ページをお願いします。項２の受託事業諸収入、３９万

２,６１８円、歯科口腔健康診査の受託料を、熊本県後期高齢者医療広域連合から受託しております。款５

繰越金、３２６万７,６９６円です。前年度の繰越金でございます。以上で歳入の説明を終わります。続い

て５ページをお願いします。歳出です。款１総務費、目１一般管理費、８３万９４７円です。後期高齢者医

療にかかります事務費で、印刷製本費は保険証や保険料決定通知などの、発送用の封筒の印刷代、それから

保険証を簡易書留で郵送しておりましたので、その分の郵送料、それから広域連合との電算システム回線使

用料などが主なものとなっております。款２後期高齢者医療広域連合納付金、１億７,７１１万８,４１６円、
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収納しました被保険者保険料負担金、それから歳入で受け入れました繰入金の保険基盤安定負担金、これを

広域連合へ支出するものでございます。款３保健事業費、３７万４,６１８円、歯科口腔検査の委託料を、

国保連合会へ支払ったものでございます。款４諸支出金、目１保険料還付金、１万７,２００円、これは歳

入でも説明いたしましたけれども、亡くなられた方や、所得の減額修正がありました被保険者の、保険料を

還付したものでございます。次に、７ページをお願いします。平成２８年度実質収支に関する調書でござい

ます。歳入総額、１億８,１２５万７,０００円、歳出総額、１億７,８３４万１,０００円、差し引き額が、

２９１万６,０００円となっております。以上で説明終わります。よろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。質疑あり

ませんね。 

日程第４ 認定第４号 

◎議長（山口 和幸君）  次に、日程第４、認定第４号、平成２８年度あさぎり町介護保険特別会計歳入歳出

決算の認定についてを議題とし、説明を求めます。田原課長補佐。 

●高齢福祉課課長補佐（田原 茂君）  それでは、平成２８年度あさぎり町介護保険特別会計歳入歳出決算に

つきまして説明いたします。最初に平成２８年度における介護保険事業の概要について説明いたします。平

成２８年度末での被保険者数は、６５歳以上の第１号被保険者が５,４５６名、４０歳から６４歳までの第

２号被保険者が４,９２７名の計１万３８３名。そのうち要介護要支援の認定者数は、第１号被保険者が９

６１名、第２号被保険者が１８名、計９７９名でございました。また、各種介護サービスの利用状況は、施

設介護サービスを１７０名、地域密着型サービスを１５９名、在宅介護サービスを６２０名、計９４９名の

方が利用し、利用割合は、９６.９％でございました。それでは、決算につきまして、歳入から説明いたし

ます。５ページをお願いいたします。款１、項１、目１、節１現年度分特別徴収保険料、収入済額、３億４,

０６２万１,０７０円、これは年金の年額が１８万円以上の方は、年金から天引きするもので、３月末の被

保険者数は、５,０３９名でございました。年金天引きですので、徴収率は１００％でございます。節２現

年度分普通徴収保険料、収入済額、２,６１８万５,８９５円、３月末の被保険者数は、４１７名であり、徴

収率は、８８.５％でございました。節３滞納繰越分普通徴収保険料は、普通徴収での滞納繰越分であり、

収入済額、２５５万６,６０１円、徴収率は４３.６％でございました。なお平成２８年度におきましては、

介護保険法に基づく消滅時効の完成により、１９万４,４４０円、５名分を不納欠損として処理を行ったと

ころでございます。款２使用料及び手数料の収入済額、１２万１,０００円は、介護保険料徴収に係る督促

手数料で、備考記載欄の内訳となっております。なお、督促手数料につきましても、先ほど説明いたしまし

た、不納欠損保険料に係る督促手数料、４,５００円を不納欠損として処理しております。次に、款３、項

１、目１介護給付負担金、収入済額、３億４,１２２万３,１２１円、その内訳は、給付費の１５％が交付さ

れる施設等給付費が、９,３５９万９,１７１円、給付費の２０％が交付される居宅給付費が、２億４,７６

２万３,９００円でございます。項２、目１調整交付金、収入済額、１億５,７００万１,０００円は、被保

険者における後期高齢者の割合や、所得分布による調整基準標準給付費の、８.９５％が調整交付金として、

交付されたものでございます。目２地域支援事業交付金は、在宅の高齢者に対して、可能な限り地域におい

て自立した日常生活を営むことができるよう、支援する事業に対する交付金であり、節１介護予防事業交付

金では、事業費の２５％の、５１９万４６９円が、節２包括的支援事業任意事業交付金では、事業費の３

９％の、１,６０３万９,５４０円が交付されたものでございます。目３介護保険事業補助金、収入済額、２

１万３,０００円は、介護保険制度改正に伴うシステム改修に要する経費に対する国庫補助金で、補助率は

２分の１となっております。次に、款４支払基金交付金、これは国民健康保険などの医療保険において、第

２号被保険者から、徴収した介護保険料を、各事業に充てるために、事業費の２８％が、支払基金から交付
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されたもので、目１支払基金交付金には、介護給付費に充てるものとして、５億１０５万５,０００円、６

ページをお願いいたします。目２地域支援事業支援交付金は、介護予防に充てるもので、５８１万３,００

０円が交付されたものでございます。款５県支出金は、国庫支出金と同様の目的での支出金ですが、その負

担割合が異なっております。まず、項１、目１介護給付費負担金の収入済額、２億６,４０８万６,９５０円

は、施設給付費の１７.５％、１億１,３８７万７,５７５円、居宅給付費の１２.５％の、１億５,０２０万

９,３７５円が、県負担金として交付されたものでございます。項２、目１地域支援事業交付金では、節１

介護予防事業交付金に、事業費の１２.５％の、２５９万５,２３４円、節２包括的支援事業任意事業交付金

に、事業費の１９.５％の、８０１万９,７７１円が交付されたものでございます。款６財産収入では、介護

保険給付費準備基金で生じた利子が、４万８,７０５円ありました。次に、款７繰入金でございます。まず、

項１一般会計繰入金では、目１介護給付費繰入金として、現年度分の給付費の１２.５％の、２億３,１５４

万２,０００円を、目２その他一般会計繰入金では、この特別会計の中では財源措置がない事務費に対する、

１,８３３万６,０００円を、目３地域支援事業繰入金として、介護予防事業繰入金に事業費の１２.５％の、

２５５万３,０００円、包括的支援事業任意事業繰入金に、事業費の１９.７５％の７２０万円を、それぞれ

一般会計から繰り入れたものでございます。目４低所得者保険料軽減繰入金は、低所得者の負担軽減を強化

するため、保険料の第１段階について、保険料基準額に対する割合を０.５から０.４５に軽減するものであ

り、負担割合が国２分の１、県４分の１の補助金を、一般会計で受け入れ、町の負担割合４分の１の額を合

わせた、３５２万４,５８０円を、一般会計から繰り入れたものでございます。項３基金繰入金はございま

せんでした。７ページをお願いいたします。款８繰越金、４,１５９万７,５８８円は、前年度からの繰越金

でございます。款１０、項１の各目及び、項２、目１第３者納付金での収入はありませんでした。目２返納

金の収入済額、２９万８,９８０円は、第１号被保険者の修正申告に伴う過年度返納金を、目３雑入、収入

済額５,７３７円は、町職員が県の依頼により、出張した際に支給された他団体の旅費等でございます。款

１１サービス収入は、新予防給付サービス計画の策定に係る費用として、７７０万６,２００円を、県国保

連合会から受け入れたものでございます。続きまして、歳出について説明いたします。８ページをお願いい

たします。款１、項１、総務管理費の支出済額、１１１万８,１６６円につきましては、介護保険事業にお

ける事務経費であり、地域包括支援センターの適切、公正かつ中立な運営を確保するための運営協議会に要

する経費、介護保険システムや保険料徴収に係る経費を支出しております。項２介護認定審査会費では、１,

７２７万４,６６３円を支出しております。ここでは、介護認定業務に必要な経費を支出しており、認定調

査を行う非常勤職員３名の人件費、主治医意見書作成手数料や、事業所への調査委託料、球磨郡介護認定審

査事業特別会計への、町の繰出金が主な内容となっております。項３計画策定委員会費につきましては、第

６期介護保険事業計画の評価と、第７期計画の方向性を検討するための策定委員会に要した経費、４万８,

６００円を支出しております。款２保険給付費の、支出済み額、１７億８,７１３万６,８０４円につきまし

ては、９ページ最上段の、項１介護サービス等諸費から、項６特定入所者介護サービス等費までの、各種の

介護サービス及び介護予防サービスに対する給付費でございます。次に、款３、項１、目１第１号被保険者

還付加算金では、死亡、転出等された第１号被保険者の方への、還付金として３万８,９４０円を、１０ペ

ージをお願いいたします。目１償還金では、平成２７年度分の精算による国・県・支払基金の返還金、２,

６７２万４,３１５円と、平成２５年度及び２６年度に借り入れました、熊本県介護保険財政安定化基金へ

の償還金、１,６６６万６,６６６円を支出しております。項２基金積立金での支出済額、４万８,７０５円

につきましては、介護保険の財政の健全な運営に資するための、介護保険給付費準備基金の利息分で、同基

金に積み増したものでございます。項３繰出金、目１一般会計繰出金の支出済額、８６８万２,５４３円に

つきましては、平成２７年度の介護給付費と、地域支援事業費に係る精算分を、一般会計へ繰り出したもの
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でございます。款４、項１、目１要支援者予防生活支援サービス及びケアマネジメント等事業費では、要介

護状態となる恐れが高いと認められる高齢者が、要介護状態となることを予防するために、訪問型、通所型

の、予防サービス事業や、配食による生活支援サービス事業を、目２１次予防事業費では、すべての高齢者

を対象として、地域型サロン事業、いきいき１００歳体操など、地域における自発的、主体的な介護予防活

動を育成し、支援する事業を実施した費用でございます。最下段から１１ページにかけての、項２、目１地

域包括支援センター管理費では、職員３名分の人件費を初め、地域包括支援センターの運営費用、１１ペー

ジ中段の、目２包括的支援事業費では、地域の高齢者の方々の実態把握のための命のバトン事業や、支え合

いネットワーク徘回模擬訓練など、関係機関や地域での連携体制づくりを、１２ページをお願いいたします。

目３任意事業費では、介護相談員の設置、グループホーム入所への家賃等助成や、家族介護用品の支給など、

介護を行う家族の負担軽減を目的とした事業、高齢者の権利擁護のための、成年後見制度利用支援事業です。

この中の、節２０扶助費、１０４万９,９８３円につきましては、家族介護用品支給費でございますが、こ

の事業は要介護４及び５と判定された、市町村民税非課税世帯の在宅介護者を実際に介護されている御家族

に対しまして、年間１０万円を限度に、介護用品を現物する事業でございまして、平成２８年度は１８名の

方が利用されました。平成２４年度から、２８年度までの決算額の平均は、１０３万５,８０９円、利用者

数の平均は２０名ということで大幅な変化は見られておりません。このようなことから、今後も、ほぼ同程

度で推移すると考えられます。目４社会保障充実分事業費、２２５万１,２９０円は、高齢者を地域で支え

合うために、生活支援コーディネーターを配置した費用や、高齢者の医療介護連携事業に伴う一般会計への

繰出金でございます。款５予備費につきましては、一般管理費において、封筒の在庫不足が生じたため１８

万円を、地域自立支援事業において、地域包括支援システムにおいて、無停電電源装置を購入するため、３

万５,０００円の充用を行っております。１３ページをお願いいたします。平成２８年度実質収支に関する

調書でございます。１歳入総額、１９億８,３５３万４,０００円、２歳出総額、１９億１,９９３万７,００

０円、３歳入歳出差額差引額は、６,３５９万７,０００円となり、実質収支も同額でございます。１４ペー

ジをお願いいたします。財産に関する調書でございます。介護保険給付費準備基金の前年度末現在高、４,

６３８万６,０００円、決算年度中増減高が、４万８,７０５円の増、したがいまして、決算年度末現在高は、

４,６４３万４,７０５円でございます。以上で説明終わります。よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。４番、橋本

誠議員。 

○議員（４番 橋本 誠君）  平成２７年度からいきいき１００歳体操を実施されていますが、現在、実施さ

れている状況とですね、今後参加の効果とかいうことがありましたらお知らせください。 

◎議長（山口 和幸君）  田原課長補佐。 

●高齢福祉課課長補佐（田原 茂君）  現在までの実施状況ですが、平成２７年度、実施地区が１地区でござ

いました。平成２８年度は新たに５地区、合計６地区が２８年度までに実施をしているところでございます。

また、平成２９年度以降につきましてはこれまで１２地区が実施をしておりまして、今後も、毎年増えてい

くような状況でございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  橋本議員。 

○議員（４番 橋本 誠君）  私もですね、当地区が９月からやりましたもんで４日ぐらいちょっと時間が取

れたんで行きました。非常にそれこそ簡単３０分ぐらいの体操なんですが、大変いいです。将来ですね、予

防のためにも、高齢者の人がですね、つこけたりせんごとしていくためには、やっぱりよかことをしていき

よると思います。この事業はですね、とても私はいいと思いますんで今後ですね、まず地域に広めていただ

いて、また一つはですね地域の人達がいつも閉じこもっておられる人たちもおられますんで、こういう所に
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来て、お話ししたりとか茶飲んだりするようなことになっていきますんで、地域のまとまりからでも大変す

ばらしいことだと思いますんで、今後とも進めていっていただきたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課課長（上村 哲夫君）  はい、ただ今御提言等、御提案等ありがとうございました。議員の御質

問にありましたように、いきいき１００歳体操事業につきましては、御存じの議員さんも多いかと思われま

すが、高知県のほうが発祥で平成２７年度モデル地区として堀ノ角地区を皮切りに、大変効果が高く人気が

ありましたものですから、本町といたしましても介護予防事業の重点項目として今後とも取り組んでいこう

というふうに計画をしていきたいと思います。ただ、マンパワーとか簡単な椅子それから重りですね、手足

につける重り等若干の準備物が要りますので、この点につきましても順次整備を進めていければというふう

に思っております。よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  橋本議員。 

○議員（４番 橋本 誠君）  ちょっとその中でですね、ＤＶＤ、そういうのが、個人的に提供できるちゅう

か買ったらできるのかなって、があるんですが、そうすると常にですね、いかんでも自分とこでもできると

かいうのが考えられるんですが。 

◎議長（山口 和幸君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課課長（上村 哲夫君）  はい、現在使用しております各会場のモニターで映している映像ＤＶＤ

につきましては、高知市のほうで製作されたものを了承いただきましてダビングして使用しているというよ

うな状況でございます。この点につきましては各希望がありました個人さんにどう支援できるかという点に

つきましては検討させていただきたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  はい、他にありませんか。１０番、皆越てる子議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  皆越です。１２ページにですね、食の自立支援事業委託料があります

けども、事業者が何件で利用されてる方はどのくらいおられますか。お願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  田原課長補佐。 

●高齢福祉課課長補佐（田原 茂君）  はい、配食サービスでございますけれども、サービスを提供しており

ます事業者は２事業者でございます。委託料として事業を実施しているんですけれども、委託料につきまし

ては、９２万１,５６０円と、あと要介護を認定をされてる方につきましてはまた別途見守り自立支援事業

という配食事業ございまして、これにつきましては、委託料が８９万９４０円ということでございます。利

用者の人数につきましては、最初に説明しました生活支援サービスにつきましては２４名、それから見守り

自立支援サービスにつきましては２６名、合計の５０名の方が利用されております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  皆越議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  昨年ですね、この不用額の調書を見てみますと変動があるというよう

なことでございますので、平均して何名ぐらいでしょうかね。変動があるとここに書いてあるんですけども、

わかりますかね。 

◎議長（山口 和幸君）  田原課長補佐。 

●高齢福祉課課長補佐（田原 茂君）  過去の数字につきましては現在手持ちに資料がございませんので、ま

た調査して御報告させていただきたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですか。はい。他に。ありませんね。 

日程第５ 認定第８号 

◎議長（山口 和幸君）  次に、日程第５、認定第８号、平成２８年度球磨郡障害認定審査事業特別会計歳入

歳出決算の認定についてを議題とし説明を求めます。上田課長補佐。 
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●高齢福祉課課長補佐（上田 日和さん）  平成２８年度球磨郡障害認定審査事業特別会計歳入歳出決算につ

いて説明いたします。最初に平成２８年度球磨郡障害認定審査事業につきまして、簡単に御説明いたします。

障害認定審査会は、原則月２回開催し、平成２８年度は２３回開催し、１３９件の２次判定審査を行いまし

た。審査会委員は、身体、知的、精神、難病の各分野から、１９名の方にお願いをしております。１合議体

４名から５名で、認定審査を行っていただいております。それでは、決算書の３ページをお開きください。

歳入から説明いたします。款１分担金及び負担金、節１認定審査事業負担金、収入済額は、９２７万２,０

１７円、これは球磨郡障害認定審査会共同設置規約の実施に関する協定書の規定により算定し、審査会事務

局である、あさぎり町を除いた郡内８町村の負担金による収入です。款２繰入金、節１一般会計繰入金、収

入済額は、９５万６,１９３円、これはあさぎり町の負担金を繰り入れたものです。款３繰越金、節１繰越

金、収入済額、６３万２,７９０円、これは平成２７年度の繰越金です。以上、歳入合計が、１,０８６万１,

０００円となります。次に４ページをお開きください。歳出について御説明いたします。款１総務費、節１

報酬、１７２万５,８００円を支出しております。これは１９名の審査会委員の報酬です。節２給与、節３

職員手当と、節４共済費は、審査会事務局職員１名の人件費です。時間外手当の不足により、予備費から、

２万８,０００円を充用しております。節９旅費は、２６万３,８００円を支出しております。主に審査会委

員の費用弁償です。節１１需用費は、２５万３,７５９円を支出しております。事務用品費の消耗品費、事

務局公用車の燃料費、審査会があります福祉センターの電気水道料１カ月分です。節１２役務費は、３万３,

４５２円ですが、こちらは電話料と切手代となります。節１４使用料及び賃借料は、１５万８,９２７円で、

主にコピー機、印刷機等の事務用機器の使用料となります。予備費につきましては、支出はございませんが、

先ほど御説明しましたとおり、職員手当へ充用を行っております。以上、歳出合計は、９７０万３,３６６

円となります。５ページをお開きください。実質収支に関する調書をご覧ください。１歳入総額、１,０８

６万１,０００円、２歳出総額、９７０万３,０００円、３歳入歳出差引額、１１５万８,０００円、５実質

収支額も同額となります。以上、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

日程第６ 認定第９号 

◎議長（山口 和幸君）  次に、日程第６、認定第９号、平成２８年度球磨郡介護認定審査事業特別会計歳入

歳出決算の認定についてを議題とし、説明を求めます。上田課長補佐。 

●高齢福祉課課長補佐（上田 日和さん）  はい、平成２８年度球磨郡介護認定審査事業特別会計歳入歳出決

算について説明いたします。最初に平成２８年度球磨郡介護認定審査事業につきまして、簡単に御説明いた

します。介護認定審査会は、原則週３回、月１２回をめどに、平成２８年度は、１３７回開催し、４,５６

３件の２次判定審査を行いました。審査会委員は、医療、福祉、保健の分野から、６５名の方にお願いをし

ております。こちらは１合議体４名で、認定審査を行っていただいております。決算書の３ページをお開き

ください。歳入から説明いたします。款１分担金及び負担金、節１介護認定審査事業負担金、収入済額は、

２,７４０万６,５５３円、これは球磨郡介護認定審査会共同設置規約の実施に関する協定書の規定により歳

出したもの、審査会事務局である、あさぎり町除いた郡内８町村の負担金による収入です。款２繰入金、節

２介護保険特別会計繰入金、収入済額は、４８４万８,５２０円、これはあさぎり町の負担金を繰り入れた

ものです。款３繰越金、節１繰越金、収入済額、２２２万７,９２７円、これは平成２７年度の繰越金です。

款４諸収入、節１雑入、収入済額、３,８６９円、これは県からの依頼で、講師として派遣されたときの分

で、県から支給があったものを繰り入れております。以上、歳入合計が、３,４４８万６,８６９円となりま

す。次に４ページをお開きください。歳出について御説明いたします。款１総務費、節１報酬で、１,５４

３万８,９００円を支出しております。６５名の審査会委員の報酬と、審査会事務局非常勤職員３名の報酬
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です。節２給与、節３職員手当等、節４共済費は、審査会事務局職員１名と、非常勤職員３名の人件費です。

節４の共済費、共済負担金の不足により、節３職員手当等から、４万２,０００円を流用しております。節

９旅費は、１６９万５,８００円を支出しておりますが、主に審査会委員の費用弁償です。節１１需用費は、

７６万８,６５５円を支出しております。主な内訳としまして、消耗品費は、認定審査を行う際に使用する、

平準化チェックシートの一括購入費です。事務局公用車の燃料費と車検時の整備、修繕料、それから福祉セ

ンターの電気水道料１カ月分を支出しております。節１２役務費は、５３万１９８円を支出しております。

これは事務局と各町村をつなぐ、ネットワークシステムの接続利用料、他に切手、電話、事務局公用車の保

険料となります。５ページをお開きください。節１３委託料は、１８７万９,２００円を支出しております。

これは球磨郡介護保険総合ネットワークシステムの保守管理委託料です。節１４使用料及び賃借料は、６３

万１,４２２円を支出しております。主に、コピー機、印刷機等の事務機器使用料、全体会の会場使用料で

す。節１８備品購入費は、５３万２８０円を支出しております。これは球磨郡介護保険総合ネットワークシ

ステム用の、デスクトップパソコン、事務局用の購入費です。節２７公課費は、車検時の自動車重量税です。

予備費につきましては、支出はありませんでした。以上、歳出合計は、３,１１８万６５７円となります。

６ページ、実質収支に関する調書をご覧ください。１歳入総額、３,４４８万７,０００円、２歳出総額、３,

１１８万１,０００円、３歳入歳出差引額、３３０万６,０００円、５実質収支額も同額となります。以上で

説明終わります。よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  お諮りします。明日１４日は熊日金婚夫婦表彰式のため休会にしたいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  異議なしと認めます。したがって、明日１４日は休会とすることに決定しました。

以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会します。 

●議会事務局長（片山 守君）  起立、礼、お疲れ様でした。 

 

午後３時５５分  散 会 

 


